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この調査報告書は、与那国空港に存在するトゥグル浜遺跡の発掘調査の成果を記録したもの

であります。調査は与那国空港整備工事計画に先立ち、記録保存を目的として実施されたもの

であります。

与那国においては航空輸送を確保する空港適地が、地形的にも現滑走路のみであり、しかも

現在の規模では小型機だけしか離着陸できないため、滑走路を大幅に拡張する必要があるとい

うことから、現空港の東隣に存在するトウグル浜遺跡についても、その計画範囲に含められた

ものであります。

本遺跡は、現在のところ与那国島で唯一の石器時代に属する遺跡でもあり、可能な限りの現

地保存の方途を探ったのでありますが、滑走路という性格上設計変更にも一定の限度があり、

大部分についてはやむを得ず記録保存の措箇をとったわけであります。

調査の内容については本文に紹介するとおりでありますが、八重山における石器時代の一時

期の典型的な内容を備え、 とりわけ南との文化的系譜を検討する上で有効な手がかりとなるべ

き資料を多く含んでいるといわれております。はるかな時代にこの琉球列島に生きてきた先人

たちが、どのような文化的系譜を有し、いかなる暮らしを経てきたかは多くの人々が強い関心

を寄せるところであります。

本書が考古学上の研究に十分に供されると共に、広く一般に文化財への理解を深め、文化財

愛護思想の高揚の一助となり、さらに諸開発計画等にあたっての協議調整等多方面に活用され

ることを期待するものであります。

末尾ながら、この度の調査に際し、種々便宜を供与され、多大な御協力をいただいた与那国

町教育委員会をはじめ関係各位に対し、衷心より感謝の意を表する次第であります。

昭和60年 3月

沖縄県教育委員会

教育長 米村 幸 政
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1. 本杏は与那国空港整備工事計画に伴い、滑走路延長予定地内に含まれることとなった石器時代の

「トウグル浜遺跡」について、記録保存の目的で1983年 6月下旬~10月上句の間に実施した緊急発掘

調査の内容を記録したものである。

2. 調査の経投は沖縄県上木建築部（空港課所管）が負担し、発掘調査は沖縄県教育委員会（文化課

所管）が実施した。

3. 発掘調査は次の者により実施された。
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調査指母 小池裕子（埼玉大学）
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河原純之（文化庁記念物課）

調査協力 与那国町教育委員会教育長松本博明

社会教育主事与那覇仁一

山川鉱山、与那国生コン、宮古交通
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4. 報告古は次の者により作成された
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はじめに

この調査報告書は、与那国空港整備工事計画に伴う記録保存を目的とするトゥグル浜遺跡緊

急発掘調査の内容を記録したものである。

与那国空港は島の地形的制約から、北海岸に東西に細長く広がる琉球石灰岩の低位の台地に

ある。現在の滑走路は狭小であり 、小型機の運航に供しているのみである。しかしながら今日

における経済活動の活発化、生活の多様化に伴う人と物の移動 ・輸送の増加傾向は与那国島に

おいても顕著に表われている。大型機の就航はいわば社会的要請ともいえるのであるが、現滑

走路ではそれに対応できないのである。

このような情況から与那国空港の整備計画が立てられ、これに伴ない県土木建築部と文化財

保護当局との間でトウグル浜遺跡の取り扱いに関する協議が行なわれた。 トゥグル浜遺跡は現

滑走路の東側にあり、新計画滑走路の東端にその大部分が含まれるという計画であるが、空港

の性格上設計変更によって埋蔵文化財包蔵地のみを現況保存することは、きわめて困難なこと

であった。そのため、遺跡のうち工事地域に含まれる範囲については、やむを得ず記録保存の

措置をとることとなったのである。

緊急発掘調査に要する経費は県土木建築部（空港課）が負担し、実施については県教育委員

会（文化課）が担当した。事業は初年度（昭和58年度）に発掘調査と資料整理の一部、 2年度

（昭和59年度）に残りの資料整理と調査報告書の刊行という内容である。

発掘調査の成果は以下に記すとおりであるが、与那国における初の石器時代遺跡の確認であ

り、その内容は無土器、局部磨製石斧の大祉出土、シャコ貝斧の伴出という当初の予見のとお

りであった。与那国島における石器時代遺跡の発見の意義は大きい。今後、東南アジアなどとの

文化的系譜や、与那国を含む八重山諸島の石器時代の集団の社会と暮らしを検討:..,,ていく上で

重要な基礎資料となることが期待される。

調査にあたっては、与那国町教育委員会（教育長 松本博明氏、文化財担当 与那覇仁ー氏

外職員一同）には種々便宜をはかっていただくなど、並々ならぬ御協力を賜わった。また調査

事業の円滑な推進について文化庁文化財保護部記念物課の河原純之主任文化財調査官、石器調

査について奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センターの松沢亜生考古計画室長、自然遺物調査

について埼玉大学の小池裕子助教授の指導助言を得た。さらに青山学院大学の吉岡幹幸講師に

は、南太平洋 ・東南アジア考古学研究の経歴を活かして、長期にわたり調査員として加わって

いただいた。

調査地点の土壌が固く毎日散水をしながらの調査となったが、幸い隣接する与那国生コン、

山川鉱山（荀には快く上水を供与していただき、宮古交通卸からは足場器材を貸与された。

資料整理にあたっては、早稲田大学の金子浩昌氏に獣魚骨類の同定・分析をお願いし、玉稿

を賜わった。石器の石質同定は県立南風原高校の神谷厚昭教諭にお願いした。

以上の方々に記して謝意を表明する次第である。
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I トゥグル浜遺跡の位置と環境

与那国島は琉球列島の最西端にある。沖縄本島の那覇から約520km、石垣島から約127kmの位

罹にある。台湾までは約125kmで、東洋上に西表島を、西洋上に台湾を望見できる。台湾は西表

島よりはるかに大き く迫って見えるのであるが、気象条件によって望見できる日はそう多くは

ない。図 1・2参照

地質は殆んどが砂岩で、断層崖が多く見られ、起伏の多・い島である。琉球石灰岩台地が島の

北海岸に発達している。砂丘は少なく 、北海岸の祖納部落のなんた浜、空港のトウグル浜、東崎

近くの北側の浜、久部良港、そして南の比川の両砂丘がある程度である。遠浅のラグーン（礁

湖）に乏しく 、海岸近くに深い海が迫っているところが多い。図 3・4参照。フィリビン東岸

から北上する黒潮は与那国島を通過していく。漁場に恵まれていて、かなり近い沿岸でカジキ、

カツオ、サワラ、マグロ、マチ類の漁が行われている。漁業および船舶による交通は殆んどが

久部良港を拠点にしている。

集落はトゥグル浜遺跡に近い祖納、南岸の比JI[、漁師の移住者が多いといわれる久部良の 3

ケ字である。島の人口は約2000人であるが、去る沖縄戦の敗戦直後には台湾との「交易」の隆

盛もあって、かなりの人が集まっていたようである。

トウグル浜遺跡は祖納部落の西方、 トウグル浜と呼ばれる小さな砂浜に面している。後背地

には砂岩およびその上に載った琉球石灰岩の断層崖が東西に、海岸線に平行に走っている。こ

の崖下と海岸との間およそ200~300mの幅は標高 5~12m程の琉球石灰岩の台地が形成されて

いる。与那国空港はこの台地にある。後背地崖下は凹地になっていて小さな渥地になっている。

そこからトゥグル浜に小さな沢ができているが、水泣はかなり少なく、降雨の時以外は表面に

は水の流れは見られない。

遺跡一帯は琉球石灰岩の岩礁地帯で、凹凸の激しい石灰岩が海岸に突き出している。東側に

はやや高い岩山がある。トゥグル浜の砂丘はそのような石灰岩海岸の狭小な平地にできたもの

で、前面の海はある程度の浅い地域はあるものの、ラグーン（礁湖）は小さく、深い海と荒い

波がかなり近い所にまで迫っている。図 4 • 5参照。

遺跡は基本的には砂地にはない。遺物包含層は標高 5~6mの石灰岩のゴツゴツした所にで

きたわずかな赤土平坦地に形成されている。すぐ前はlOm程で海への小粒となっている。
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II 発掘調査の経過

発掘調査は1983(昭和58)年 6月28日より 10月11日の間実施された。まず2m四方のグリッ

ドを設定し、これを北の方向へA・B・C……、東の方向へ 1・ 2・3……の記号を与え、こ

の組み合わせによって個別単位のグリッド記号とした。

初めに最も遺物が集中していると見られる地域を数グリッド掘って層の状況を把握し、その

後全体の概要をつかむための飛地状のグリッドを開け、それから全面的な発掘へと進めた。そ

の結果、遺物包含層の広がりは約1500m'であることが把握できた。

Ill 層序

図6・7参照。表面は所により風媒による砂が薄く積もっていた。土と混ざり合いや),固くな

っているところもある。東側端は砂丘との接点で、石灰岩の露頭がみられる。全体として東寄

りにやや高くなっている。もともとこの遺跡地一帯は30~100cm程の砂が堆積していたようであ

る。周辺部にはそのような状況を示す砂の層がある。聞くところによると、採砂が行われたと

のことである。東側の旧砂丘地も採砂によって凹地になっていた。

今回の発掘段階における表陪がうすく固いのは、かっての厚い砂層の最下部で、 下の土の層

と混ざりあうような状況下にあったということであろう。砂層はこの地域に近世の小村落（島

仲村跡の前身と伝えられる）があった頃のようであり、かつてこの地を訪れた時にはおびただ

しい貝と黒色の砂が観察できた。しかし人工品は殆んど確認できなかった。今回の調査では表

面から陶器を採集できた。

I層は土の層で固い。厚さは15cmと薄い。暗褐色を呈する。多くはないが遺物を含む。全体

に広く分布している。場所によっては下は赤土の地山か岩盤となる。

Il層は黒褐色を呈する層で追物の拡が最も多い。その中で特に黒色の強いのがIIa層で、東

半分を中心に一定の広がりをもっている。石器のほか、骨や貝の集中がみられる。その下は赤

土の地山である。

全体的にみると、この小平地に居住した人々は東半分を中心に調理などの活動をした。それ

が黒色土のII層である。しかし生活活動は平地全域におよぶので、まばらに石斧などが広い範

囲で出土する。

N 遺構

住居址などの遺構は検出されなかった。数点の小穴は存在したが、不規則であり 、中には明

らかに木の根跡と考えられるような穴もある。これらの穴に住居の柱跡も含まれているとすれ

ば、きわめて簡素な（日除け程度の）家屋しか想定し得ないのではないか。

遺構とはいい難いかも知れないが、石皿の配置が数ケ所にみられた。これは放棄ではなく 、

据えつけた状況を示しているものとみられる。 Il層黒色土の限定的分布とあわせて、 トウグル

浜集団の生活空間の用い方の一端を窺えるものである。図版 6上参照。
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V 出土遺物

発掘および採集によって得られた遺物は、石器（石斧・石製ドリル ・敲打器・すり石 ・砥石 ・

石皿）、貝製品（シャコガイ製貝斧 ・クモガイ突起部加工品 ・有孔貝製品・貝匙 ・クモガイ製加

工品 ・ヤコウガイ蓋製スクレイパー）、骨製品（骨針 ・骨錐・牙製品 ・用途不明の加工品・有孔

サメ歯製品 ・有孔椎骨製品）および獣魚骨 ・貝殻がある。また、おびただしい益の砂岩礫を伴

ない、II層黒色土では、焼けた獣魚骨と琉球石灰岩礫の出上もみられた。

以下各出土遺物について記述する。

イ人工遺物

人工遺物は石器、骨器、貝器が得られた。土器は出土していない。

以下、各迫物について紹介する。

1. 石器

(1) 石斧

石斧は本遺跡の主要な出土品である。細片まで含めると309点にのぽるが、 1個として扱い得

るものだけでも177点を数える。総体的にみて、概ね八重山編年第 1期および第II期に出土する

石斧の類型内に含まれるもので、きわめて共通性が強い。大部分が打割、剥離面を多く残し、

研磨は刃部を中心に一部にのみ施されるところの局部磨製石斧で占められる。また平面形に短

冊型が多いこと、両側辺に打剥が施されて、断面三角形をなすものが含まれること、円筒状断

面をもつものや、刃部が尖斧状になるものがみられることなども特色と して指摘できる。同時

期の八重山諸島の遺跡から出土することのある厚手でよく研磨された片刃石斧は本遺跡では 1

点も得られていない。

石斧の頭部についてみると、粗面が多いかあるいは欠失しているものがかなり多い。胴部は

両側面に剥離加工をして扶りをつけたものがみられる。刃部は平面形でみると弧状をなすもの

と直線をなすものがある。側面観では刃縁が石斧全体の中心軸上をとおるものと、偏るものと

がある。全く偏って片刃になるものもみられる。正面観では刃縁が直線になるものと弧状にな

るものがある。尖斧は基部よりも刃部幅がかなり細く、北の沖縄諸島文化圏ではほとんど見ら

れないものであり、このことも局部磨製石斧などと同様に南とのつながりを検討すべきであろ

うと考える。

本遺跡の石斧は以上のような種々の形を有しているのであるが、時間的な都合で今回はとり

あえず印象的な分類によって配列して紹介するにとどめざるを得ない。本来ならば八重山文化

圏の出土石斧を総覧し、その中でのトウグル浜遺跡の石斧の位骰づけと体系的分類を試みたい

のであるが、別の機会にゆずることとしたい。しかし、これまで八重山において発掘調査によ

って明確な文化層から得られた石斧は決して少なくないのであり、これまでにいくつかの特色

が指摘されてきているのである。 トウグル浜遺跡の石斧群もこれらの中で、八重山文化圏の石

斧の特色をい っそう補完するものとして、また、それが与那国において定着展開していたとい
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う意義をもっていることはいえよう。

各石斧の観察内容は次の表のとおりである。この表以外に微細な破片132点がある。説明につ

いては、成形、調整、残存状況、使用痕、刃角、刃縁平面形は文中に、その他の形状は次のと

おりの記号により、分類の中に記してある。

I 平面形が長方形 A 断面形が楕円形

II 

III 

IV 

II 長台形

II 楕円形

II 尖斧形

B II 長楕円形

C II 太丸形（円筒状）

D II 三角形（山形）

E II 台形

イ 刃縁側面観が中心軸付近を通る

ロ

ノ‘

I
I
I
I
 

やや一方に偏る

片刃

あ刃縁正面観直線

い II 弧状

-13-



図
盟酋 l出土地点Ifie 石質 分類 観 察 事 項

＇， J ，-
出土）曽位

頭部やや欠失。剥離整形が両側面を中心にみられる。

両側面はさらに浪しによる調整あり、研磨は刃部を主

I 体に施される。基部の凸部には研歴がみられるが、大

， 7 U-20 慧 A 部分は剥離面の凹凸が多 く、研磨は及んでいない。
の の
1 1 II a I曽 片 イ 刃部は両面ともよく研鹿され、滑面を有する。刃縁

岩

あ は弧状を呈する。 刃角はやや使用による損耗がある

が、角をもつ。 刃先に使用によ る刃こぼれが認められ

る。

剥離によって整形され、両側面には顕著な剥離面を

残す。側面には敲打調整もみられる。表裏面はよく研

I 磨されている。片面は自然面の一部を残しているとみ

， 7 R-7 盟 A られる。刃部は胴部より幅が大きい。両刃面ともよく
の の 片
2 2 II 陪

岩 イ 研磨され、そのまま基部へと磨面が続く。刃縁は弧状

あ を呈するが、使用によって一方の刃角はかなり丸味を

帯び、やや斜刃になっている。刃先は使用による潰れ

がみられる。
一―

幅広で重紐感がある。頭部は敲打が多く 、角は丸み

をもつ。表裏面に斜およびタテ方向の剥離が大きくみ

られ、凹部をなす。片面には斜上方に自然の節理面を
II 

， 8 
緑 有し、これが基部のバランスを崩している。泉I]離面お

T-15 色 A 
の の

庄右
よび両側面には敲打調整がみられる。研磨は主に刃部

3 l II 陪 ロ
に施され、わずかに基部凸面に磨面が認められる。

あ
刃部は弧状を呈する。刃角はわずかに丸みをもつ。一

角は使用により、少々欠損。刃先に斜方向にわずかに

使用時の条痕がみられる。

基部上半欠失。剥離面をところどころに残すが、全
II 

， 8 
緑 体的に研磨面が多い。両側面は剥離後、敲打により調

S -10 
魯

A 
の の 整されている。側面の凸部にも研磨が認めら れる。
4 2 II a Wi 岩 イ

刃部はよく研磨され、滑面を有する。刃縁は弧状を呈
あ

する。刃先は使用による泊れあり。
ー・

＇ 
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図

＇ 
出土地点

番：
出土層位

石質 分類 観 察 事 項
号

上半欠失。基部平面形は平行に同幅で刃部に至る。

I 基部は剥離と敲打で調整され、断面が整った楕円形を， 8 T-10 
緑

A 呈する。敲打面多く、一面の凸部のみ研磨がみられる。
色の の
片 刃部は両面からよく研ぎ出されていて、滑面を有する。

5 3 II a陪
岩

イ

あ
刃角があり、刃縁はわずかに弧状を呈する。鋭い刃先

をまだ残している。

上半部欠失。 一方の側辺も基部から刃部にかけてタ
I 

『
テ方向に欠失。基部は剥離面が多いが凸部は研磨。側， ， U-17 A 

の の 面は敲打でよく調整され、下半部に扶りをつくる。刃
6 1 II a層 イ

部は両面からよく研磨され、滑面を有する。刃角あり。
あ

刃縁は弧状を呈し、刃先は鋭い。

上半欠失。基部は敲打仕上げが目立つ。表裏面中央
I 

麿
は研磨あり。両側面はとくに集中的な敲打調整。刃部， ， U-15 A 

の の
右肛

は両面から研磨が施されるが、片面にのみスロープが
7 2 II 陪 ロ

あり片刃状を呈する。刃角は隅丸になるが、刃縁は直
あ

線。刃先は使用の刃渋れをわずかに残すが鋭い。

『
I 刃部のみ残存。片面もタテ方向の使用剥離で欠失。， ， T-5 B 

の の イ
両面から研磨を施す。刃角は隅丸となる。刃縁は直線

8 3 I 層
あ で鋭い刃先をもつ。

I 基部はほとんど剥離で仕上げる。両側面に軽い扶り
I 

『
がみられる。刃部も製作時の剥離面があり 、と くに片， 10 A 

の の V-9 面に著しい。スロープは片面のみにあり、片刃状を呈， 1 ロ
II 陪 する。刃縁は弧状をなすが、使用時の刃潰れが小刻み

し)

にみられる。

I 頭部および、一方の側辺を欠失。基部は剥離の後、， 10 P-23 悶 A 敲打によって調整。刃部は両側より研磨を施し、滑面
の の 片
10 2 II a層 岩

イ を有する。刃縁は弧状を呈する。刃先は鋭い。刃先の

し>
正面観は弧状を呈する。
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図

＇ 
出土地点

吊
出土陪位

石質 分類 観 察 事 項
一号

全面がよく研磨された小型石斧。両側面中央に扶り

II を有する。側而にも敲打調整の後、研磨を施し、平面， 10 T-19 慧 A との境には稜線をもつ。刃部の片面は基部からそのま
の の 片
11 3 I l位 岩

Jヽ ま直に、あとの一面は全体的にスロープとなって刃縁

し) に至る。したがって片刃をなす。刃縁はかなり刃潰れ

がある。

I 頭部および上半の一部を斜方向に欠失。全体的に粗

10 11 R-7 慧 A い倒離による成形で、刃部にのみ研磨が施される。刃
の の

片1 1 II a陪
岩

イ 部は両側から研磨され、刃縁は弧状を呈する。刃先は

し' 使用による濱れがある。

I 
上半部欠失。基部は剥離の後、敲打調整を施す。表

10 麿
裏平面研磨あり。敲打凹部には研磨が及ばない。刃部

11 W-15 A 
の の

片 は両側面からよく研磨される。滑面あり。刃縁は弧状
2 2 I 層 右中 イ

を呈していたとみられるが、使用により刃先の潰れが
不明

目立ち不明。

上半および片方の側辺ならびに刃部の大部分欠失。
I 

誓
平たく打割した素材を用いる。全面への研磨を試みて

10 11 V-8 A 
の の

息右
いるが、凹部は剥離面を残す。刃部は両側か ら研磨面

3 3 II a層 ロ
を残す。刃部は両側から研磨を施すが、欠失著しく、

不明
形態は不明。

緑 I 上半部が斜半分欠失。全体に粗い剥離面目立つ。刃
10 12 T-8 

色 A 
の の 部を主体に研磨を施す。刃縁は弧状を呈するが、使用
4 1 I下層 片 イ

岩 不明 の刃泊れが一方の刃面において著しい。

剥離凹部をところどころに有するが、全体として均
I 

麿
斉のとれた成形である。凹部を除き全面研磨されてい

10 12 U-15 A 
の の 片 る。片方の平面は使用時に大きく剥離。刃部は両側か
5 2 II 陪 右中 イ

ら研磨され、滑面を有する。刃縁は弧状を呈し、鋭
あ

い刃先をも つ。

基部はすべて剥離と敲打成形のみ。片方の側面に扶
II 

悶
りをもつ。刃部は両側から研磨し、滑面を有する。使

10 12 P-17 A 
の の

誓
用により刃角が一部剥離し、刃先も没れがみられる。

6 3 I 陪 イ
刃縁は直線を呈していたとみられるが、刃角が隅丸で

あ
あるために一見弧状にみえる。
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図

＇ 
出土地点

番
出土層位

石質 分類 観 察 事 項

号

基部はほとんどが剥離面のみで、研磨はわずかに片

悶
I 

JO 13 T-14 B 方の平面凸部にみられる。両側面に軽い扶りをもつ。
の の

仇 イ7 1 II a層 刃部は両側から研磨され、滑面あり。片面は使用によ
あ

り剥離。刃角は隅丸。

緑 II 素材を薄く打剥した後、側面を研磨で調整、頭部を
10 13 N-5 

色 B 
の の 欠失。刃部は刃角がかなりせまい滑面をもつ。両側か
8 2 II 層 片 イ

岩 あ ら研磨を施す。刃縁は使用の潰れにより不明。

上半部欠失。基部の平面片面は剥離が大きな凹部を， I 形成しているため研磨は施されず、一方の平面は全面
10 13 T-13 A 
の の

イ
研磨され、全面がスロープとなって刃縁に至る。全面， 3 I 層 右山

あ 滑面。刃縁は軽い弧状を呈する。鋭い刃先をもつ。

麿
I 上半部欠失。素材を薄く打剥し、刃部のみを研磨す

10 14 0-23 B 
の の

右位 イ
る。刃角は隅丸、刃縁は弧状を呈する。刃先は使用の

10 1 II 層
あ 漬れあり。， I 上半部欠失。素材を薄く打剥し、刃部瑞のみを研磨

10 14 S -17 B 
の の する。片面に剥離凹部をもつが、使用時でなく、製作
11 2 I 層 右中

イ

あ 時のものとみられる。刃縁は弧状を呈する。

上半欠失。剥離と敲打によって成形、調整。 基部は

敲打の凹面には研磨及ばず、両平面および両側面に敲
I 

誓
打痕の凹凸あり。研磨は刃部を主体に施され、基部の

10 14 T-15 A 
の の

石位
凸面に及ぶ。一方の側面には研磨があり、境には稜線

12 3 I 庖 イ
がみられる。反対側には扶りあり。刃部ぱ両側から研

し>

磨を施す。刃角あり。刃縁は直線状。刃先に使用の潰

れあり。

I 打剥によって薄く成形後、刃部のみを研磨。刃部は

10 15 U-12 誓 A 両側から研磨するが、スロープは一方に偏っており、
の の
13 l II 層 片 ロ やや片刃状を呈する。刃角は隅丸、刃縁は直線で刃先

岩

あ は鋭い。使用による刃潰れーケ所あり。

I 上半部斜方向に欠失。基部は打剥と敲打によって成

10 15 T-19 麿 B 形。全体的に側面観が軽いカープをもつ。刃部は弧状
の の

石位14 2 II a陪 ロ を呈する。両側から研磨を施す。 刃先は使用の軽い潰

し) れあり。
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図

凰
出土地点

/ff 
出土陪位

石質 分類 観 察 事 項
'， J ' 

大きな打剥の後、頭部と側面に小刻みの剥離と敲打

I を施して調整。基部は片方の面が平坦で、あとの一方の

10 15 V-9 喜 A 面が山形をなす。研磨は凸部のみに施す。刃部は両側
の の

息右15 3 II a脳 ロ から研磨を施しているが、スロープは一方に偏ってい

あ る。刃角は隅丸、刃縁は弧状を呈する。刃先は鋭い。

かすかに使用の潰れが認められる。
I 

上半部欠失。片面を平姐に、もう一方の面を山形に

II 打剥し、断面三角形に仕上げ、両側面に倒離調整を施
11 16 K-10 悶の の D す。基部には研磨を施さない。刃部は両側から研磨し、

I l 右柱 イ 滑面をつくる。刃縁は弧状を呈するが一方に偏し、
II 層

あ やや斜刃状を呈する。刃先は鋭い。わずかに使用の潰

れが認められる。
I 

小型。片面を平j.fl_に、 もう一方の面を山形に打剥し、

I 
敲打調整を施し、断面三角形となす。基部への研磨は

悶
なし。刃部は両側から研磨を施すが、片面は基部から

11 16 R-16 D 
のの そのまま直となり 、 もう一方の刃面がスロープをもつ
2 2 I 附 片 ロ

右山 片刃型である。刃角は片方がやや角をもつが、一方は
あ

隅丸である。刃縁は直線。刃先は使用の泊れが小刻み

に認められる。
I-

片面に自然面を残し、あとの一方を打剥して平坦な

研磨面とする。自然面が丸みを有するので、半月形の

I 断面をなす。両側面は細かな剥離を連続させて調整。

11 16 Q-14 慧 D 基部の凸面はすべて丁寧な研磨を施し、滑面を有する。
のの 片
3 3 II a陪 岩 ノ‘ 刃部は両側から研磨するが、片面は基部からそのまま

し) つながり 、スロープを有せず、あとの一方の刃面が強

I 
いスロープをもつ片刃である。刃角は隅丸。刃縁は直

線。刃先は鋭い。
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図

＇ 
出土地点

分類番
出土層位

石質 観 察 事 項
方＇コ

片面を平坦に打剥し、あと一方の面の両辺を斜めに

剥離して三角断面につくる。平坦面の側は敲打調整を

施す。両側面は小刻みの剥離成形を施す。片方の側面

麿
I 

11 17 中央に軽い扶りがみられる。基部は平坦面凸部および
の の Q-14 

松右
D 

4 1 山形面凸部に研磨を施す。刃部は両側から研磨を施す
II a陪 ロ

が、山形面側の刃面は軽いスロープ、平坦面側は基部
し>

面との境を有し、強いスロープを形成する片刃である。

刃縁は弧状、刃角は隅丸。刃先は鋭い。

打剥によって片面を平坦、もう一方の面を山形につ

くり、基部を断面三角形に仕上げる。両側面に小刻み

悶
I 

11 17 の俵lj離を施し扶りをもつ。基部への研磨はほとんどみ
の の Q-14 

仇
D 

5 2 られない。刃部は両側から研磨を施す。刃縁は弧状を
Ila陪 ロ

呈し、刃幅は基部幅より小さい。刃先は鋭い。わずか
し‘

に使用の潰れがみられる。

比較的大型である。頭部を細くとがらす。打剥によ

って片面をほぽ平坦に、もう一方の面の両端を斜めに
II 

緑 剥離し、基部を断面三角形に仕上げる。両側面は、敲
11 18 L-5 

胄
D 

の の 打調整を施す。基部の凸面には、研磨を施し、滑面が
6 1 II 層 不明

岩 みられる。刃部は欠失する。付近の状況により刃部は
不明

研磨によって作られていたとみられる。

I 全体を打剥によって仕上げる。片面はやや平坦で、

11 18 0-26 

『
D もう一方の面は両端を斜めに剥離し、基部の断面を三

の の
7 2 I 層 不明 角形に作る。両側面に小刻みの剥離と敲打を施す。刃

不明 部は使用により欠失している。

全体を打剥によって仕上げる。片面はやや平坦に、

I もう一方の面は中央に稜線をもつ断面三角形に作る。

11 18 L-21 誓 D 基部への研磨は刃部近くにわずかにみられるのみで、
の の
8 3 II a陪 片 不明 ほとんど剥離面のままである。側面は敲打で調整する。

岩

不明 刃部は使用により欠失。付近に研磨が認められるので、

刃部は研磨によって作られていたとみられる。
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図＇層1出土地点
吊 出土陪位
’F:'J―’ - --: 芍

I 
]] 19 N-11 I 
のの

I 屈Iゴ ， 9 1 
I 
I 

i 
0ll )の191 I I U -14 

10 2 I I翌

石質 I分類 観察事項

緑
色
片
岩

緑
色
片
岩

緑
色

ー

ー

ー

1

-

11

附

12

-

a

-

9

19の
3

」

11
の
1

1

1

1

の
12
-

12
の
1

緑色片岩

A 

不明

不明

I 

A 
不明

不明

不明

不明

不明

不明

緑色片岩

12 2の01 I N-11 
の
2 3 II a陪

12 21 0-
の の
3 1 I 附

12 21 ~ - 16 
のの
4 2 陪

＇ 

緑
色
片
岩

A
 

I
A
[〗
□
口
□
口

緑

色

片

岩

緑

色

片

岩

基部の片面を平坦に、もう一方の面を丸い山形に作

る。側面は泉lj離と敲打で調整し、わずかに扶りをもつ。

基部の凸面に研磨が認められる。刃部は使用により欠

失。付近の状況より、研磨による刃部が作られていた

ものとみられる。

打剥により成形、両側面を小刻みの剥離で調整。側

面凸部にごくわずかに研磨が認められるのみで、ほと

んど象lj離面のままである。刃部は使用により欠失。

頭部を欠失。打剃により成形。大きな剥離面が目立

ち細かい調整はあまりなされない。一方の側面に敲打

調整が施される。刃部近くの両面に研磨滑面がある。

刃部は使用により欠失。付近の状況により両側からの

研磨で刃部が作り出されていたものとみられる。

下半部欠失。打剥と敲打で成形。基部の片面の凸部J.. 
菜 盟1 に研磨面がみられるニ

頭部を一部欠失。全体を大きな打糸ljによって成形し、

両側面を小さい倒離によって（士上げる。一方の側面に

わずかに袂りがみられる。基部両面の凸部に研磨が施

不 明 されるが、ほとんど剥離面のままである。刃部は使用

不明 Iにより欠失。

下半部欠失。打剥により両面を平坦に成形し、側面

を剥離で調整。側面にわずかに袂りが認められる。両

面に研磨滑面がみられる。

下半部欠失。全体に凹凸が多く、不規則である。一

方の面の凸部に研磨が施される。側面に扶りが認めら

れる。

下半部欠失。剥離の後、小刻みの敲打で器面を細か

く調整し、両面には研磨を施す。 一方の側面に挟りが

施される。
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図

＇ 
出土地点

番 石質 分類 観 察 事 項
号

出土層位

打剥により両面を平坦に作り、側面を剥離によって
I 

! 
仕上げる。

12 21 U-20 A 
の の 全体的に剥離面のままで研磨は凸部平坦面にわずか
5 3 II a限 不明

に認められるだけである。刃部を欠失するが、付近に滑
不明

面があるので研磨による刃部があったものとみられる。

打剥の後、小刻みの剥離と敲打により成形する。と

I くに両側面に敲打が多く認められる。浅い凹凸が多

12 22 W-9 
緑

A く、基部への研磨は凸部にわずかにみられるのみであ
の の 色

6 1 II 尼 仇 不明 る。刃部の近くには研磨滑面が認められる。刃部を使

不明 用により欠失するが研磨による刃部があったものとみ

られる。

I 下半部欠失。打剥により平たく成形し、小さい剥離

12 22 T-9 麿 A で調整する。全体的に剥離の凹凸が多く研磨はごくわ
の の

右籾7 2 I 陪 不明 ずかに一部の凸部に認められるだけである。一方の側

不明 面に敲打が施される。

I 下半部欠失。平たく打剥し、敲打で調整する。全体

12 22 V-15 麿 A 的に丁寧に作られるが、研磨は剥離面凹部にはおよば
の の
8 3 II 層 片 不明 ない。凸面は研磨滑面がみられ、両側面にも研磨が認

右山

不明 められる。

12 23 U-17 <緑 I 下半部欠失。打剥の後、両側面に小さな剥離を施す。
の の

A ， 1 II a層 不不 明明 全体的に剥離面のままで研磨はほとんどみられない。

喜
I 下半部欠失。打剥により薄く成形し、小刻みの剥離

12 23 V-10 B 
の の

層 贔
不明 と敲打により調整。全体的に細かい凹部が多く、研磨

10 2 I 
不明 は一部の凸部にみられるだけである。

信
I 頭部の一部と下半部欠失。打剥で薄く成形する。両

12 23 R-15 B 
の の 側面を小刻みの剥離により調整。全体的に剥離面の小
11 3 II a層 片 不明

岩 不明 さな凹凸があり 、研磨はほとんどみられない。

誓
I 下半部欠失。打剥により薄く仕上げ、小刻みの剥離

12 23 V-13 B 
の の で調整。全体的に小さな剥離の凹凸が多く研磨は一部
12 4 I 層 片 不明

岩 不明 の凸部にみられる。
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図， 出土地点
吊鰺

出土層位
石質 分類 観 察 事 項

''.J L 

I 
頭部欠失。打剥の後、剥離により両側面を調整。基

N 部への研磨は施されない。刃部は基部幅より細く 、や

24 U -14 12 麿 A や尖斧状に作る。刃面は両側から研歴されるが、スロー
の の
13 1 I 府 片 ロ プは一面にかたより、やや片刃状をなす。刃縁は強山

右

あ い弧状を呈する。刃先は鋭く、使用による潰れが少し

みられる。

IV 
打剥の後、細かい剥離と敲打で成形。基部は剥離面

喜
のままが多く、研磨は凸部の一部にみられるのみであ

12 24 U-13 A 
の の る。刃部は、基部幅より細く 、やや尖斧状に作る。刃
14 2 II a層 肛右 ロ

部は、両側から研磨を施し、滑面をもつ。スロープは
あ

一方にかたより片刃状を呈する。う刃先は鋭い。

打依ljの後、俵lj離で成形し、さらに両側面を敲打で調

N 整する。全体的に剥離面の起伏が多く、基部への研磨

13 24 T-13 悶 A はみられない。刃部は基部幅より細く 、やや尖斧状に
の の
1 3 II 附 片 イ 作る。刃面は両側から研磨を施すが、ごくわずかに刃

岩

あ 先付近に滑面がみられるだけである。刃先は使用によ

り少し欠失。
—+-

タテ方向の打約1による成形の後、両側面に小刻みの

N 
剃離と敲打を加えて調整する。基部の片方の面は側面

慧
が斜め方向に打争ljされ、断面が台形を呈する。基部へ

13 25 J -11 E 
の の の研磨はほとんどみられない。刃部は基部幅より細く
2 1 II I竹 片 ロ

岩 やや尖斧状を呈する。刃面は両側より研磨を施す。刃
I し）

縁は強い弧状を呈していたとみられるが、刃先が使用

により泊れている。

I N 三面は自然面を利用し、一面は平坦に打割し四角錐

悶 E 状に作る。先端に研磨を施した尖斧である。基部の打
13 25 T-8 
の の 片 イ 剥面凸部には研磨を施す。刃部は両側からスロープを
3 2 I 庖 一石 し9 作っている。
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図， 出土地点
番

出土陪位
石質 分類 観 察 事 項

号

薄い剥片を利用し、片面を平坦にもう一方の面は丸

＜剥離し、断面半円形に作る。敲打調整を施す。全体

N 的に剥離敲打の小さな凹凸が多く、基部面への研磨は

13 26 J -11 悶 D みられない。刃部は基部幅より細く、強い弧状をなし
の の

片
4 1 II 屈

岩
ロ 尖斧状につくる。刃部のみに研磨が施され、滑面をも

し) つ。スロープは片方の刃面のみにかたより 、片刃状を

呈する。刃先は鋭いが尖端は使用により少し潰れてい

る。

基部の大部分を欠く。基部下端と刃部のみであるが
N 

26 慧
一面はよく研磨が施され、基部からそのまま刃縁に至

13 R-6 A 
の の る。反対側の刃面は、剥離面のままの基部面と境のあ
5 2 II a層 贔 ノ‘

る研磨刃面をつくっている。研磨は丁寧で滑面をもつ。
し)

刃先は鋭い。かすかな使用の潰れがみられる。

打剥の後、剥離と敲打によって器面を調整する。剥

離の凹部の深い所がいくつかあるが、全体としては左

右対称の調和のとれたつくりである。基部は片面がや

N や平坦に、あとの一方は丸味をもっている。研磨は基

13 26 V-9 悶 A 部中央付近の凸部まで施されるが、上端にはおよばな
の の
6 3 II a層 片 イ い。刃部は、基部幅より細く強い弧状をなし尖斧状に

右山

し) つくる。基部が丸味をもつ側には、研磨面がそのまま

刃縁にまで至り、境目をつくらない。反対側の刃面は

剥離面の多い基部面との境を有し、スロープをもつ。

刃先は鋭い。わずかに使用の潰れがみられる。

基部の大部分を欠失する。基部は残存部でみるかぎ
N 

誓
り剥離面のみで研磨を施さない。刃部は基部幅より細

13 27 U-10 A 
の の く、刃縁は弧状を呈し、尖斧状に作る。刃面は両側か
7 1 II 層 片 イ

岩 ら研磨を施し、滑面を有する。刃先は鋭いが使用の潰
しi

れが小刻みにみられる。

頭部欠失。剥片を利用し、薄く細長く成形する。全
N 

13 27 T-8 慧
体的に剥離と敲打による調整がみられる。基部には研

B 
の の 片 磨を施さない。刃部は両側から研磨によりスロープ面
8 2 I 層

岩 イ
をもってつくられ、滑面をもつ。基部幅よりも細く尖

あ
斧状をなす。刃先は使用により少し欠失。
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層

27の
3

図

吊

号

13の
9

出土地点

出土陪位
石質

T-10 

II a陪

緑
色
片
岩

らの凹凸が多く 、研磨面をほとんどもたない。刃部は

甚部福より細く 、強い弧状をなし尖斧状につくる。刃

面は両側から研磨を施すが、刃面のスロープは一方に

かたより 、片刃状にみえる。刃部側面を研磨が施され

境目に稜線をもつ。刃先は鋭い。使用による小さな沿

れがみられる。

基部の大部分を欠失。一方の側面の半分のみ力冽狂》。

IV I残存部よりみると、側面は敲打面の凹凸をもつが表裏

し‘

13 28 T-11 
のの
10 1 II 陪

緑
色
片
岩

A 面は、研磨が施されているようである。刃部は、基部

イ 幅より細く尖斧状に作る。刃角を有し、刃縁はわずか

い にカープする程度で直線に近い。刃先は鋭く 、かすか

に使用の泊れがみられる。

小型で剥離と敲打により成形する。基部にはほとん

w
 17

陪

U

I

 

28
の
2

13
の
11

緑
色
片
岩

13 28 T-13 
のの
12 3 II a陪

21
陪

N

H
 

29
の
1

13
の
13

緑
色
片
岩

緑
色
片
岩

分類

I 

w
 A
 
イ

A
 
ノ‘

し)

観 察事項

打剥の後、剥離 ・敲打により成形。基部面にはそれ

ど研磨を施さない。刃部は両側から研磨を施し、ス

ロープは一方にかたより片刃状を呈する。基部幅より

細く、強い弧状をなす。刃先は鋭い。使用による浪れ

がすこしみられる。

片面は自然面を用い、 もう一方の面を薄く細長く、

I I一度で打剥したものである。側面も簡単な剥離で成形

A する。基部には研磨をほとんど施さない。刃部は両側

イ から研磨によってスロープをつくり出し、滑面をもつ。

あ 刃縁は弧状を呈する。刃角は両方とも使用により欠失。

刃先は鋭い。

打剥の後、剥離と敲打により成形。片方の側面は中

央から刃部までタテ方向に使用により欠失している。

I 平面形でみると、基部の上部と下部では幅が異なり、

A その境に袂りをもつ。刃部は基部福より大きく、両側から

イ 研磨によってスロープ面をつくり出す。ていねいに磨

あ かれ滑面をもつ。刃縁は弧状を呈する。刃角の一方は

使用により損耗し、もう一方の刃角は大きく欠損する。

刃先には使用の油れがみとめられる。
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図 図

番 1版出土地点 I石質 I分類

号号
番 1出土層位

観察事項

8

陪

T

I

 

29の
2

14
の
1

緑
色
片
岩

I

A

 

打剥の後、剥離と敲打によって成形。基部は全体的

に剥離敲打面を残し、研磨面は下半にみられる。刃部

不 明 は使用により欠失。付近の状況からみると研磨刃面を

不明有していたものとみられる。

30
の
1

14
の
2

S -15 

II a層

緑
色
片
岩

I

A

 
ロ

不明

頭部と刃部の先端を欠失。基部はほとんど剥離と敲

打調整の面のままで研磨は片面の凹部に少しみられる

だけである。両側面中央にゆるやかな扶りをもつ。刃

部は両側から研磨によってスロープをもって作られ、

滑面を有する。

14 30 U -18 
のの
3 2 II a層

緑
色
片
岩

II 下半部を欠失。残存部のみについてみると両平面を

A 

不明
剥離、両側面を剥離と敲打によって調整している。両側

不明面に軽い扶りがみられる。

ー 刃部を欠失。全体的に剥離と敲打による凹凸が多く、

12

層

-

a

 

U
I
I
 

30
の
3

14
の

4

緑
色
片
岩

14 31 Q-10 
のの
5 1 II a層

緑
色
片
岩

A 平坦面はほとんどない。研磨は下端にわずかにみられ

二ると、研磨は刃部のみに施されていた

不明 ものとみられる。

刃部を欠失。タテ方向の大きな打剥の後、側面を中

I 心に剥離と敲打を加えて成形する。片面は一部に自然

A 面を残す。基部への研磨は中央凸部のみに施される。

不 明 刃部付近は研磨滑面を有する。残存部よりみると刃部

不 明 は研磨により両側からスロープをつくり出していたも

のとみられる。

片方の側面及びその付近の表裏面はよく調整され、

研磨が施される。側面中央付近に敲打による軽い袂

りがある。もう一方の側面は剥離面が不規則な凹凸を

つくり出し、きわめて対照的である。

12

層

k

H

 

31の
2

14
の
6

緑
色
片
岩

A
 

刃部を欠失。これは、現況の形で石斧の形態をなす

不 明 が元来は一方のていねいな加工をもつ側面と同様の状

不 明 態の側面がその対称側にあったのではないか。これが

使用時にタテ方向に半載したため、その破損面を改め

て加工したものとみられる。したがって元来は全体的

に研磨された、比較的大形のものであったであろう。
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叫

吊

号

14
の
7

図
版
番
号

32の

1

出土地点
出土凡1位

W-12 

II a I習

緑
色
片
岩

不

不
明

明

14
の
8

，
 

4

)

 

l
u
 

32
の
2

32
の
3

33
の

14
の

P-18 

陪

石 質 分

A
 

類 観 察 事 項

タテ方向の打剥の後、両側面を剥離と敲打によって

調整する。片方の側面に敲打による軽い袂りをもつ。

基部への研磨は施されない。刃部先端を欠く。刃部は

両側から研磨によりスロープをもって作り出される。

刃面は滑面を有する。

V-18 

II a陪
——

_ 

U-16 

II a肥

緑
色
片
岩

不

不

A
 
明

明

緑
色
片
岩

荒い剥離面が不規則な凹凸面をつくる。基部は一部

を除き、ほとんど研磨は施されない。刃部はほとんど

欠失、わずかに刃面の一部とみられる研磨滑面が認め

られる。

緑
色
片
岩

V-17 

B
 
ノ‘

し‘

B

イ

あ

片面には自然面を一部残し、薄く打倒した後、両側

面に小刻みの象lj離を加えて成形する。基部への研磨は

両面の中央平坦部に少し施される。刃部は両側から研

磨によって作り出される。スロープは一方にかたより、

やや片刃状を呈する。刃面は滑面をもつ。刃縁は弧状

を呈する。刃角は隅丸。刃先に使用による小刻みの沿

れが認められる。

小さな剥離により調整。刃部の凹凸部には研磨が施

される。刃部は両側から研磨によってスロープをもっ

てつくられ、滑面をもつ。刃縁は弧状を呈する。刃先

はわずかに使用による泊れがみられる。

緑
色
片
岩

緑
色
片
岩

B

イ

あ

B

イ
あ

片面は自然面を残し、薄い剥片をつくり出して成形。

一方の側面は研磨を施し、両平面との境に稜線をもつ。

あとの一方は小刻みの剥離によって調整。基部は片側

側面を除き剃離面のままである。刃部は両側から研磨

によってスロープをつくる。刃縁は弧状を呈し、刃先

は鋭い。

基部は剃離面が大部分を占める。片方の側面にわず

かに研磨が認められる。側面観は、わずかに湾曲し、

凸側の面に研座が施される。刃部は両側からスロープ

をもってつくられ、滑面をもつ。刃角をもつ。刃縁は

弧状を呈する。刃先は使用により少し泊れている。
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図

＇ 
出土地点 1 石質 1分類 1番 観 察 事 項

号
出土層位

1982年の分布調査の際に発見されたものである。基部

は全体が剥離と敲打によってつくられ、研磨を施さな

乳14 3? 4 表採 I 悶 B い。刃部は、やや先細りに作られる。両側から研磨に

片 し> よってスロープをもってつくられる。刃縁は強い弧状
岩

あ を呈する。刃先は鋭い。尖端が使用により少し潰れて

いる。

上半部欠失。薄く打剥し、片面を平坦に、も う一方

I の面はやや丸味をもってつくる。側面を小刻みの剥離

14 34 I V-11 悶 B によって調整。凸面は研磨を施す。刃部は両側からス
のの

片14 2 I II 層
右山

イ ロープをもってつくり、滑面を有する。刃角は、一方

あ が角をもち、 もう一方は隅丸。刃縁は弧状を呈する。

刃先は鋭い。わずかに使用による潰れがみられる。

薄く打剥し、両側面を剥離と研磨によって調整する。

側面中央に軽い扶りをもつ。基部は側面を除き、強
I I 

15 I 34 I 緑 い研磨はみられない。刃部は両側から研磨によってつ
U-11 

色 8 
の の くられるが、スロープは一方に偏り、やや片刃状を呈
1 I 3 I 陪 片 ロ

右中
する。一方に刃角をもち、もう一方は隅丸である。刃

I 
し)

縁はわずかにカープするが、直線に近い，刃先は鋭い

わずかに使用による泊れが認められる。

薄く打剥し両側面を小さな剥離によって調整。基部
I 

15 35 慧
への研磨は凸部に少し施される。刃部は両側より研磨

N-20 B 
の の によってつくられる。スロープは少し一方に偏る。滑
2 1 II 陪 片 イ

岩 面をもつ。刃角は両方とも欠損。刃縁はゆるやかな弧

I 
あ

状を呈する。刃先は鋭い。使用の潰れが少しみられる。
I 

I 薄く打剥し、両側面を小さな剥離で調整する。両面

悶 B の凸部は研磨を施すが剥離凹部が広いので研磨が充分

片 不明 にはいきとどかない。刃部は研磨によってつくられる
岩

不明 が先端は使用により欠失。

喜
I 薄く打剥し側面を剥離によって調整。一方の側面及び

B 
下半部を欠失。残存部では、上端凸部にわずかに研磨

II a層 片 不明
石中

不明 が認められる。

15 , 36 0-26 ， II 片面を平坦に打剥離して丸味をもたせる。凸部にわ
のの B 

5 1 I 層 不不 明明 ずかに研磨がみられる。下半部欠失。
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図

I 出土地点
lfi' 石質 分類 観 察 事 項
‘勺―’ 

出土陪位
トー

15 36 W-8 >
1 薄く打剥し、両側面を象lj離によって調整。研磨は認
A の の

不不 明明 められない。下半部欠失。6 2 I 陪

15 i 36 i S -9 
I ， I 

片面に自然面を残し薄く打剥、両側面を小さな剥離A 
のの

不不 明明7 3 II 陪 と敲打により調整。研磨は認められない。刃部欠失。
I 

慧
I かなり小型の斧。薄く剥離し小刻みの打剥と敲打に

15 36 T-12 B 
の の

松右 不明
より成形。片面の凸部に研磨滑面が認められる。頭部

8 4 I 陪
不明 と刃部を欠損。

喜
I 下半部欠失。剥離と敲打で成形。全体的に凹凸が多

15 37 Q-17 C 
の の

肛右 不明
い。片方の側面中央に袂りを作る。研磨は片面の凸

9 1 I 層
不明 部に少しみられるだけである。

15 37 U-20 ， I 下半部欠失。剣離と敲打で成形。全体的に凹凸が多
の の

不不 C 明明
10 2 II a陪 い。研磨はみられない。両側面に軽い袂りをもつ。

上半部欠失。剥離と敲打で成形。全体的に小さな凹

I 凸が多い。両側面にゆるやかな袂りをもつ。下半部

15 37 I -22 ， C に刃部からつづく研砦が施される。刃部は両側から研
の の

イ 磨が施されているが、剥離凹面を残すなど粗雑である。11 3 I 陪 u.., 

右

不明 刃縁は使用による潰れが多く 、その形状はうかがえな

し)゚

I 頭部及び刃部欠失。剥離と敲打で成形。片方の側面

15 38 K-10 悶 C にゆるやかな袂りあり。全体的に凹凸が多く 、研磨
の の
12 1 I 陪 片 不明 は下端の凸部の一部に滑面が認められる程度である。

岩
不明 この滑面は、刃部の研き出しに伴なうものであろう。

I 下半部欠失。剥離と敲打で成形。片方の側面に深い

15 38 V-16 緑
C 扶りをもつ。もう一方の側面には軽い袂りがある。

の の 色

13 2 I 層 片 不明 全体的に小さな凹凸が多く 、研磨は両平面の凸部の一山

右

不明 部に認められるだけである。
I 

麿
I 刃部欠失。両平面にはていねいな研麿を加え、両側

15 38 M-20 C 
の の 面は小さな剥離と敲打で調整。両側面中央にゆるやか
14 3 I 附 右化 不明

不明 袂りをも つ。

麿
I 頭部一部と下半部欠失。剥離と敲打で成形。両平面

15 39 R-11 C 
の の は凸部に研磨を施す。両側面は敲打調整を主体にし、
15 1 II a陪 I 片 不明

右山 不明 ゆるやかな袂りをつくる。
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図

＇ 
出土地点 1 石質番 分類 観 察 事 項

号・
出土層位

悶
I 下半部欠失。剥離と敲打で成形。両側面は敲打調整

15 39 T-8 C 
の の

贔 不明
を主体とし、ゆるやかな袂りをつくる。全体的に凹

16 2 II a層
不明 凸が多く、研磨は認められない。

誓
I 下半部欠失。剥離と敲打で成形。片方の側面に袂

15 39 V-15 C 
の の

石位 不明
りをもつ。全体的に凹凸が多く、研磨は片方の平面凸

17 3 II a層
不明 部にわずかにみられる程度である。

16 40 V-11 ! 
J 下半部欠失。全体に敲打調整がみられ、軽い研磨が
C 

の の
不不 明明］ 1 I 層 施される。頭部に敲打痕を有する。

16 40 U-17 

>
I 下半部欠失。剥離と敲打で成形。全体的に凹凸が多
C 

の の
II a陪 不不 明明

2 2 く、研磨は片方の平面凸部にみられる程度である。

薄く打剥し、小さな剥離と敲打によって全体を楕円

形に仕上げる。片方の平面では段差をもつが、意図的
V 

緑 なつくり出しではなく、石材の性質による偶発的な形
16 40 U-12 

色
B 

の の であろう。基部への研磨はほとんど認められない。刃
3 3 II a陪 仇 ロ

部は両側から研磨を施すが刃面のスロープは一方に偏
あ

る。刃面は滑面をなし、刃縁は弧状を呈する。刃先は

鋭い。

V 打倒の後、小さな剃離によ って全体平面形を楕円形

誓 D に仕上げ、片方の平面は平坦で、もう一方の面は山形
16 41 S -16 

息石の の 不明 をなし、三角形断面を呈する。研麿は平坦面凸部に施
4 1 I 層

不明 される。刃部欠失。

V 両面とも自然石の面をそのまま用い、側面を剥離に

16 41 U-16 麿 A よって成形し、全体を楕円形に作る。基部への研磨は
の の
5 2 II a層 柱右 不明 施されない。刃部欠失。下端にわずかに研磨が認めら

不明 れる。

全体をかなりていねいに作り上げ、左右対称の均

整のとれた楕円形に仕上げる。全体的に各面との橙を
V 

S -11 悶
つくらず、丸味をもたし、全面に研磨を施す。片方の

16 42 A 
の の 側面に軽い袂りを 2ケ所設ける。刃部は基部の曲面
6 1 rr a層 片 イ

岩 がそのまま自然に刃先に至るような凸レンズ状断面を
し‘

呈する。刃縁はゆるやかな弧状を呈し、刃角は、 一方

は隅丸で、もう一方の刃角は使用により欠失。

-29-



図

＇ 
出土地点

吊
出土層位

石質 分類 観 察 事 項
J弓~C 

＇ 

頭部欠失。薄く打剥し、剥離と敲打で成形。両平面

II に研磨を施す。側面は敲打調整を主体とする。基部平

16 42 N-27 悶 B 面は刃部へ向ってしだいに広くなる。刃部は両面から
の の
7 2 I 陪 片 ロ の研磨によってつくられ、滑面をもつ。刃縁は半円形

右山

イ の弧状を呈する。刃面のスロープは一方に偏る。刃先

は鋭い。

石器の使用による破損。剥片の一部を再利用したニ

次加工品である。剥片の一端を研磨し、刃先をつくり

16 42 T-9 麿 次 出している。基部は象lj離面のままで、特に加工は施さ
の の

右屈8 3 I 層 加 れていない。側面は小さな剥離調整がみられる。刃部

工 は一方の刃角が欠失しているが、直線の刃縁をもつ。

全体平面は長三角形を呈していたとみられる。

石器の小さく薄い剥片を再利用した二次製品である。

全体平面を小さな剥離で細長くつくり、刃面は一端に

16 43 T-15 麿 次 片方から研磨を加え、片刃状に仕上げる。反対側刃面
の の 片， 1 I 層

岩 加 もわずかに研磨を施す。基部の片側凸面にも研磨が認

工 められるが、一次石器の面とみられる刃縁はほぽ直線

に近い。刃先は鋭い。

石器の使用による破損剥離片を再利用した二次加工

品である。片面に自然面を残し全体平面形をほぽ長方
16 43 T-8 誓 次
の の 形に仕上げる。 一端に両側からスロープをもった刃部
10 2 II a層 片 加

右山
をつくる。刃縁はほぼ直線を呈していたとみられるが

工
使用による沿れによって原形を少し失っている。

不明 基部下半 と刃部の一角のみ残存。側面を敲打で調整

16 43 T-9 

＇ 
A する。片方の平面は剥離敲打の凹凸が多い。刃部は両

の の
11 3 I 層

岩
イ 側から研磨を施し、スロープをもつ。刃面は滑面をも

あ つ。刃角あり。刃縁は直線に近いとみられる。

上半部欠失。片方の平面は平坦に、もう一方を両側
不明

麿
から斜め剥離して山形となし、断面三角形につくる。

16 43 S -10 A 
の の 基部への研磨は少ない。刃部は両側からスロープをも
12 4 II a層

右息 イ
って研磨され滑面をもつ。刃角あり。刃縁はほぽ直線

あ
をなし、一方の刃角は使用により潰れる。
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図

凰号
出土地点

番
出土層位

石質 分類 観 察 事 項
弓＝ 

! 
I 刃部のみ残存。刃部を両側からスロープをもってつ

16 44 W-8 A 
の の くり滑面をもつ。刃角は隅丸。刃縁はほぽ直線に近い。
13 1 I 層 イ

あ 刃先は鋭い。使用による潰れがみられる。

I 刃部のみ残存。平面形は基部と同幅をもつとみられ

16 44 Q-16 ， A る。刃部は両側からスロープをもって研磨され、滑面
の の
14 2 II a層

右山
イ をもつ。刃角をもつが一方は使用によって隅丸となる。

あ 刃縁はほぼ直線に近い。使用による漬れがみられる。

I 上半部欠失。薄く打剥し、小さく剥離調整。基部への

16 44 R-12 悶 B 研磨は少ない。刃部は両側からスロープをもってつく
の の
15 3 II 層 片 ロ られ滑面をもつ。使用によって両刃角が欠失。刃先は

右山

I,' 鋭い。

誓
不明 刃部の一角のみ残存。両側からスロープをもって研

16 T-12 B 
の 磨され滑面をもつ。刃角を有し、刃縁はほぼ直線を呈
16 II 層 片 イ

岩 あ するとみられる。刃先は鋭い。

刃部のみ残存。両側からスロープをもって研磨され
不明

16 i 
滑面をもつ。刃角は隅丸。一方の刃角が使用によって

44 L-10 不明
の の さらにゆるやかな弧状をなす。刃縁はほぽ直線に近い。
17 4 I 層 イ

刃先にわずかに使用による潰れとタテ方向の条痕が認
し)

められる。

慧
不明 刃部の一角のみ残存。両側からスロープをもって研

16 44 R-6 不明
の の 磨し、滑面をもつ。刃角を有し、刃縁はゆるやかな弧
18 5 II a陪 片 ロ

右山
し) 状を呈する。刃先は鋭い。

刃部の一角のみ残存。刃部側面にも研磨を施し、刃
不明

16 45 緑
面との境に稜をもつ。刃部は両側からスロープをもっ

M-20 A 
の の 胄 て研磨され滑面をもつ。刃角を有し刃縁は軽い弧状を
19 1 I 層 イ

岩 呈する。刃先は使用による小さな潰れが連続的にみら
あ

れる。

不明 刃部の中央部のみ残存。両側からスロープをもって

16 45 慧 不明 研磨され滑面をもつ。刃縁は軽い弧状を呈する。刃先
の の 表 採
20 2 贔 イ は鋭ぃ。使用の小さな潰れが連続する。刃部の厚さか

あ ら推して比較的大型に属するものとみられる。
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図,111,丁1 脳儒号
出土地点

石質 分類 観 察 事 項
出土層位

・-
不明 刃部の半分を残存。側面は敲打で調整する。刃部は

16 45 S-9 A 両側からスロープをもって研磨され滑面をもつ。刃縁
の の ？ 
21 3 II a層 イ は半円形の弧状を呈する。刃先は鋭い。比較的大型の

し) 石斧とみられる。

＇ 
不明 刃部のみ残存。片面に自然面を残す。刃縁を主体に

17 45 S -12 

＇ 
B 両側から研磨される。刃面は細かい凹部が多い。刃縁

の の
I 4 I 陪

右山
イ は半円形の弧状を呈する。刃先は鋭い。使用による潰

あ れが少しみられる。

喜
不明 刃部のみ残存。刃部は両側からスロ ープをもって研

17 46 Q-23 B 
の の

片
磨され滑面をもつ。刃角は隅丸。刃縁は弧状を呈する。

2 1 II a陪 ロ
岩 あ 刃先は鋭い。

17 M-26 ! 
不明 刃部の一角のみ残存。両側から研磨され、スロープ

の B 
ロ

3 I 層 し、 は一方に偏る。刃先は鋭い。
トー

R 刃部のみ残存。側面にも研歴を施す。刃部は両側か

17 46 U-11 麿 B ら研磨され、スロープをもち滑面を有する。刃角をも
の の
4 2 II 屈 片 イ つ。一方は使用により隅丸となる。刃縁は弧状を呈し

右山

あ 刃先は丸い。

上半部欠失。基部は全体的に凹凸が多く研磨はあま
I 

麿
りみられない。刃部は両側からスロープをもって研磨

17 46 0-26 A 
の の され滑面をもつ。刃角は隅丸で基部の側線がそのまま
5 3 I 陪 贔 イ

刃縁に弧状につながり 、半円形をなす。刃先は鋭いが
し>

使用による泊れがところどころみられる。

不明 刃部のみ残存。刃部は両側からスロープをもって研

17 46 M-7 慧 A 磨され、刃面の研磨はていねいで滑面をもつ。刃角を
の の

位右6 4 U 陪 イ もち、刃縁はゆるやかな弧状を呈する。刃先は鋭い。

あ 刃面両側に斜方向の弧状の使用痕が認められる。

I 基部の一部と刃部のみ残存。刃角の一端を欠失。基

17 47 S -11 慧 A 部は剥離を主体に調整。刃部は両側からスロープをも
の の
7 1 II a層

石息 イ って研踏され滑面をもつ。刃角を有し、刃縁はゆるや

あ かな弧状を呈する。刃先は鋭い。， I 刃部の一部のみ残存。刃部は両側からスロープをも
17 47 V-11 A 
の の って研磨され、滑面をもつ。刃角は隅丸。刃縁は弧状
8 2 II 陪 右山

イ
し) を呈する。刃先は使用による漬れが連続的にみられる。

← J_ 
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図， 出土地点
番

出土層位
石質 分類 観 察 事 項

号

基部と刃部の一部のみ残存。基部は凹凸が多く研磨
I 

麿
はみられない。刃部は両側からスロープをもってつく

17 47 V-19 A 
の の られ、滑面をもつ。刃角は隅丸。刃縁はゆるやかな弧， 3 II 層 石肛 イ

状を呈する。刃先は使用による泊れがみられ、鋭さを
あ

失っている。

悶
不明 刃部の一角のみ残存。両側からスロープをもって研

17 47 V-10 B 
の の 磨を施され、滑面をもつ。刃角は隅丸。刃先は鋭い。
10 4 II 層 片 イ

岩 あ 使用による小さな潰れがみられる。， I 刃部の一角のみ残存。両側からスロープをもって研
17 48 V-13 イ
の の 磨され、滑面をもつ。刃角は隅丸で刃縁は弧状を呈す
11 1 II a陪 不明

岩 し） る。刃先は鋭い。

悶
不不 明明 刃部の一部のみ残存。両側からスロープをもって研

17 48 J -12 
の の '＇ I 磨され、滑面をもつ。刃縁はゆるやかな弧状を呈する。
12 2 II a層 片

岩 あ 刃先は鋭い。

I 基部と刃部の一角のみ残存。基部は剥離し敲打のみ

悶
B で調整され、研磨面はもたない。刃部は両側からスロー

17 48 R-24 
の の イ プをもって研磨され、滑面をもつ。刃角をもち、刃縁
13 3 I 層 片

岩 不明 は弧状を呈するものとみられる。刃先は使用による潰

れがあり鋭さを失っている。

基部の一部の一角のみ残存。基部は剥離と敲打によ
I ， る小さな凹凸が多く 、研磨は少ない。刃部の側面には

17 48 R-16 B 
の の 研磨を施す。両側からスロープをもって研磨され、滑
14 4 II a層 イ

岩 面をもつ。刃角を有し、刃縁は弧状を呈するとみられ
あ

る。刃先は鋭い。

不明 基部下端と刃部のみ残存。一方の刃角を欠失。刃部

17 49 U-8 i B は両側からスロープをもって研磨され、滑面をもつ。
の の
15 1 I 陪 ロ 刃角は隅丸。刃縁は斜刃を呈する。使用により刃先に

あ 泊れがみられる。

喜
I 刃部欠失。剥離により成形。両側面に敲打調整。凸

17 49 V-17 C 
の の 部にごくわずかに研磨が認められるが、ほとんどは剥
16 2 II a層 片 不明

岩 不明 離面のままである。

17 49 V-10 ! 
I 下半部とタテ方向に片側平面欠失。剥離と敲打によ
C 

の の
不不 明明17 3 II 層 り成形。側面に敲打が集中。凸部に研磨力啜松められる。
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l火）

醤四出土地点 1石質 I分類 I吊 観 察 事 項
¥J・ 出土層位

17 49 V-16 下半部欠失。剥離により成形。両平面凸部にごくわ

のlの18_ 4 II a I曽

17 50 S -10 麿贔 頭部および刃部を欠失。剥離と敲打により成形。一
の の

悶 方の平面凸部に簡単な研磨が施される。19 1 II a屈

17 1 50 N-27 悶贔 下半部欠失。剥離で成形。側面に敲打調整があり 、
の 1の 闊 小さな扶りが認められる。20 2 I 層

17 

悶 J -10 I ＇ i 
I I 頭部および刃部を欠失。剥離により成形。側面に敲

A の
不不 明明21 I 陪 打調整あり。

州r:;緑色片岩 I 不不A I 明明

基部の一部のみ残存。剥離で成形。側面に敲打によ

る小さな袂りが認められる。

I 上半部およびタテ方向の片側を欠失。器面には簡

りI 表採
， A 単な研磨がみられる。刃部は両側からスロープをもっ

イ て研磨され、滑面はない。刃先は使用によりかなり象lj
右中

」
18 51 V-18 
0) Iの
3 l II a層

18 51 S -10 
の の
4 2 II a陪

18 51 T-10 
の の
5 3 II a/邑

不 明 離していてその形状をつかめない。

悶□頭部および下半部欠失。剥離によって成形。一部の

悩 菜闊I凹面を除き 、器面は研磨を施す。

緑
色
片
岩

I 基部の一部のみ残存。剥離によって成形。側面には

不明
不明

敲打を施し、小さな袂りをつくる。研磨は認められな

不明い。

片

悶□I 頭部および刃部を欠失。剥離で成形。側面に敲打調
不明

岩 不明整あり。凸面に簡単な研磨を施す。

18 52 U -8 
のの
6 1 II I習

緑
色
片
岩

I

A
 

頭部および刃部先端を欠失。基部は剥離で成形し、

側面を敲打調整。袂りをつくり出す。基部への研磨は

凸部にわずかにみられる。刃部は両側から研磨を施し、

，滑面をもつが、大部分が使用による欠失でその形状
不明

イ

をうかがえない。

17

陪

-

a
 

U
I
I
 

52
の
2

18
の
7

緑
色
片
岩

I 下半部欠失。側面に自然面を残す。象lj離により成形。

A 
不明

もう一方の側面を敲打調整し、小さな袂りをもつ。

不明 片方の平面に簡単な研磨を施す。

門□°— 闊 A

盆
ー ニI j 刃部を欠失。剥離により成形され、全体に凹凸が多

不明
不 明 い。側面にゆるい袂 りをもつ。 研歴は認められない。
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図

＇ 
出土地点

番
出土陪位

石質 分類 観 察 事 項

号

慧
I 下半部欠失。剥離と敲打で全体的に扁平で丸味をも

18 52 T-8 A 
の の

右息 不明
つ形に成形。片側の側面に袂りをつける。器面に研， 4 II 陪

不明 磨を施す。

慧
I 頭部および刃部を欠失。片側平面を平坦に打剥し、

18 53 N-21 A 
の の 剥離により成形。側面に敲打による袂りが認められ

10 1 II 層 片 不明
岩 不明 る。平坦面のみ研磨を施すが、他は剥離の凹凸が多い。

18 I 53 I Q -17 ! 
I 頭部および刃部を欠失。剥離と敲打により成形。凸
A 

のの I 不不 明明11 2 Ila屑 部に簡単な研磨を施す。

18 U-12 ! 
不明 基部上半及び刃部を欠失。全体に剥離の凹凸が多い。

A 
の I不不 明明12 I 層 側面に敲打調整あり。研磨は認められない。

トー・

R-15 I 慧
I 下半部および頭部の一角を欠失。剥離と敲打により

18 A 
の 片 不明

成形。基部の凸部には研磨を施し、滑面をもつ。頭部
13 I II a層 右山

不明 にも平坦な研磨を施す。側面は敲打調整。

18 T-10 ! 
I 基部の一方の側のみ残存。側面を敲打調整し、ゆるA 

の
不不 明明14 II a層 い袂りをもつ。器面に簡単な研磨を施す。

18 S -12 I 
不明 刃部付近の基部下端のみ残存。剥離の小さな凹凸がB 

の
不不 明明15 I 層 多い。凸部に研磨がみられる。

18 ! 
11 下半部欠失。剥離により成形。側面を小さな剥離でA 

の 表採
不不 明明

16 調整。研磨は認められない。

18 W-14 ! 
II 基部上半一角のみ残存。剣離により成形。凹凸多く 、
C 

の
不不 明明17 II 層 研磨は認められない。

18 U-8 >
1 上端部のみ残存。剥離により成形。側面を敲打調整。A 

の
不不 明明18 II 陪 全体に小さな凹凸が多く、研磨は認められない。

喜
I 下半部欠失。剥離により成形。側面 に小さな袂 り

18 V-17 A 
の

右杭 不明
をつくる。全体に小さな凹凸が多い。研磨は凸部のご

19 II a層
不明 く一部に認められるだけである。

19 慧
不明 刃面の片面、一部のみ残存。研磨によりスロープを

V-13 不明
の つくり、滑面を有する。刃部は使用により大きく破損
1 II a層 片 不明

岩 不明 する。

慧
I 刃部および基部片側を欠失。両側を平坦に打剥し、

19 K-10 A 
の 片 不明

側面を敲打調整。両平面は研磨を施す。 0-lOIIaの

2 II 陪
岩 不明 出土の半片と接合できた。
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図

＇ 
出土地点

~ 石質 分類 観 察 事 項
',,. ' 出土層位

I 薄く打剥し、側面観がやや湾曲する。タテ方向の半

19 U-20 悶 B 分を欠失する。剥離により成形。基部には研磨を施さ
の

片
3 II a屈

岩
不明 ない。刃部は両側から研磨するが大部分は欠失し、全

不明 体形をうかがえない。

19 W-16 緑 I タテ方向の半分および下半部を欠失する。薄く平坦

の 色 B 
に打剥し、側面は小さな剥離によ って調整する。研磨

4 I 層 位石 不明
不明 は認められない。

麿
I タテ方向に半分および刃部を欠失。全体的に剥離と

19 53 V-12 A 
の の

片 不明
敲打により成形。側面には敲打調整あり。器面は簡単

5 3 II a層
右山

不明 な研磨を施す。

悶
I 頭部および刃部を欠失。 さらに片側平面も欠失。剥

19 54 J -15 A 
の の

片 不明
離により成形し、側面に敲打調整を施す。刃面の一部

6 1 II 陪 石山
不明 が認められ、スロープの滑面をもつ。， I 頭部 ・刃部およびタテ方向の片側平面を欠失。剥

19 V-17 A 
の

不明
離により成形。側面に敲打調整を施し、袂りをつく

7 II a層
岩 不明 る。

緑 I 上半部および刃縁を欠失。剥離により成形。側面に
19 54 M-21 

色 A 
の の 敲打調整あり。器面は研磨を施さない。刃部は両側に
8 2 II 陪 片 不明

岩 不明 研磨滑面をもつが、スロープは片方に偏る。

悶
I 刃部の一角のみが残る欠損剥片である。両側から研

19 54 M-15 A 
の の

片 歴を施し、スロープをもつ。刃角は隅丸で刃縁は弧状， 3 I 層 ロ
石屯

イ を呈するとみられる。

基部は両面とも使用により大きく破損し、刃部も斜
I 

19 誓
方向に剥離する。刃部は側面にも研磨が施され、境に

54 U-8 B 
の の 稜線をもつ。刃部は両側からスロ ープをも って研磨さ
10 4 II 層 片

イ
岩 れ、滑面をもつ。刃角を有し、刃縁は弧状を呈すると

し>
みられる。

緑 不明 刃部の半分のみ残存。刃部は両側からスロープをも
19 55 V-14 

! B 
の の って研磨され、滑面をもつ。刃縁は隅丸で弧状を呈す
11 1 II a層 イ

あ る。刃先は鋭い。刃角に使用による油れがある。

悶
不明 刃部の半分のみ残存。両側からスロープをも って研

19 S -15 A 
の 磨され、滑面をもつ。 刃縁は発掘時の破損により 、そ
12 II a隠 片 イ

右中
不明 の形状をうかがえない。
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図

＇ 
出土地点

番
出土層位

石質 分 類 観 察 事 項
号

不明 基部側面の一部および刃部の一部が残存。側面は敲

19 55 K-7 喜 B 打調整。刃部は両側からスロープをもって研磨され、
の の

右息13 2 I 庖 イ 滑面をもつ。刃縁は弧状を呈するとみられる。刃先は

不明 鋭い。

19 55 S -11 ! 
不明 刃部の一部のみ残存。両側から研磨を施す。残存部B 

の の イ
14 3 II a陪 不明 小さく形状不明。

慧
I 刃部の一角のみ残存。側面は敲打調整。刃部は両側

19 55 P-12 B 
の の

片 イ
からスロープをもって研磨され、滑面をもつ。刃角を

15 4 I 層
岩 あ もち、刃縁は弧状を呈する。刃先は鋭い。

19 56 V-10 ! 不不不不 明明明明
刃部の一角のみ残存。両側から研磨を施し、スロー

の の
16 1 I 層 プをもつ。刃縁は弧状を呈する。

不明 刃部の一角のみ残存。両側から研磨を施し、スロー
19 56 S-ll 

i 不明
の の

不明
プをつくり滑面を有する。刃角は隅丸。刃縁は弧状を

17 2 II a層
不明 呈する。刃先は鋭い。

不明 刃部の一角のみ残存。側面にも研磨を施し、境に稜

19 56 U-7 ， 不明 線をもつ。刃部は両側からスロープをもって研磨され、
の の
18 3 I 層 不明 滑面をもつ。刃角があり 、刃縁は弧状を呈する。刃先

不明 は鋭い。

! 
不明 刃部の一角のみ残存。刃部は両側からスロープをも

19 56 R-25 不明
の の って研磨され、滑面をもつ。残存部が小片のため形状

19 4 I 層 不明

不明 不明。

19 56 T-10 

i 不不不不 明明明明
刃部の一角のみ残存。両側から研磨を施し滑面をも

の の
20 5 II a層 つ。残存部小片のため形状不明。
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(2) 石製ド ＇）ル

本遺跡から 7点のドリルが出土した。観察事項は次ページのとおりである。

整形の良好な製品はすべて I層出土のものである。

製品は扁平で、基部が広くなっているものと、棒状で尖端が鋭利になっているもの、基部が

厚くなっているものに分類できる。

扁平製品と棒状製品は整形調整は非常に良い。

品が出土している。

形がややいびつで、整形の良くない製品はIIa層から出土したもので、基部は厚く、ぽって

りとしている。使用頻度が高かったのか、尖端は鋭さはなく丸くなっている。

6点中 4点が I層出土のもので、

_
B
 

欧祐
4-l
,9

_＠
 

3
 

tll4 

I層の時期に使用度が高かったものと思われる。

`
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石製ドリル一覧

図 図
出± 残存の法屈け (g) 

洛
版i }~ 石 質 観 察 事 項 横断面観/Fi 地点 長さx最大幅x厚さ 重屈

~, J ・- 号

>
細長い二等辺三角形で扁平。両面側 基部は薄い長方

20 57 
の の R -10 I 6.3X l.3X0.4 7.5 面とも丁寧に調整研磨され、擦痕あ 形。尖端部は角
1 1 

り。尖端部わずかに欠損。 のとれた方形。

全体的に調整 ・研磨は良好で稜線が 基部は横長の六
20 57 ! の の J -15 I 3.4X0.8X0.4 1. 7 明瞭。基部は同幅で尖端から 1.8cm 角形。尖端部で
2 2 

の所から三角状に尖る。扁平。 方形～丸形。

尖端が最も鋭利。 基部は方形で、

20 57 

>
調整 ・研磨は非常に良い。基部は長 側面部が多少丸

の の P-24 ］ 3. I X0.6X0.5 I. 4 
3 3 く、同表 5と同様棒状のものであっ 味をおびている。

たものと思われる。 尖端部は丸い。

幅は細く、形態は棒状でやや扁平。 基部は長方形で、
20 57 

i の 0) P -27 I l.8X0 5X0.3 0.4 調整 ・研砦は良好。使用頻度が高か 側面の片方はや
4 4 

ったのか尖端は丸く、鋭さはない。 や丸味がある。

棒状で、わずかに尖端部と基端部を 基部の中央で正

20 57 I >
欠捐。丁寧に調整研磨され、整形も 方形に近く 、欠

の の 不 明ー 5.6X0.5X0.4 I. 9 
5 5 良い。基部中央で最も太く、基端 ・ 損尖端部では長

尖端へ細く薄くなっている。 方形。

石材の剥離片を利用したものと思わ 基部欠損部付近

れる。整形のため全体的に研磨。尖 では台形状、中

20 57 

i 
端の調整研磨は良いが、凹部の自然 央付近で三角状

の O) U-17 I 3.2XJ.0X0.6 2.4 
6 6 面も多い。欠損部付近では、欠損部 尖端では丸味の

- -~-

側に薄くなるように研磨され、三角 ある方形を呈す

状の稜になっている。 る。
I 

財味のある製品で、全体的に研磨さ 基部の欠損部付

れているが、整形はあまり良くない。 近は楕円状で、
20 57 ， の の U -20 II a 2.6X0.9XQ.8 2.8 研磨による稜が数本あり、研磨面に 中央付近で最も
i 7 

は斜状の擦痕が確認できる。使用頻 厚く方形を呈す

度によるものか、尖端はやや丸い。 る。
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(3) 敲打器

敲打器は総数171点得られた。これらを使用部位に 3群に分けられ、さらに使用痕の状況によ

って三種にグルーピングが可能である。

ir: : ニニニ［二~~=~;:::;::: 
III群……周辺部と表裏面を利用したもの C類…••• スリ痕と敲打痕を有するもの

I群

これに相当するものは最多く 143点得られた。分類別にみると A類が多く 105点、次いでB類

の21点、C類の17点である。最も多いA類について述べると、自然礫の側面を一ケ所何等かの

使用によって平坦面となり、稜線を形造られたもので、大きさは長さ25cm前後の自然礫から、

10cm前後の手ごろな自然面まであり大きさについてはあまり 一定しない。 B類はハンマースト

ーンと呼ばれているもので、ほとんどが円礫を用いており棒状のエ具を用いたものは 1点と少

ない。 C類は、A類と B類の要素を兼ね備えたもので、ほとんどがスリ痕の反対側に敲打痕が

認められるものが多い。

II群

本群に層するものは表裏面のいずれかに敲打痕を有するものである。すべて自然礫を用いた

もので、出土菰は 5点と少ない。

III群

本群に属するものは、周辺部と表裏面に使用痕が認められるもので、使用痕の状況によって

B類と C類の 2類に分類が可能である。出土拭は B類が18点と多く、使用面の数によって 5面

使用、 4面使用、 3面使用が各 4点と多い。 C類は5点得られ、表面には敲打による凹みを呈

し、側面部には使用によるスリ痕が認められ平坦面を形成する。ほとんどが手ごろな自然礫を

用いたものである。

(4) すり石

すり石は合計 5点得られた、すべて原石を利用したもので、周辺部に僅かに敲打痕が認めら

れるが明瞭ではない。 4点（図32-1・2・3、図31-1)の資料は石皿の凹みと、すり石の磨面

が一致する。磨面は入念であり、比較的よく使用されたものと思われる。

(5) 砥 石

砥石は 2点得られ、すべて第IIa層の出土である。又、4点敲打器のグループにカープした

面を有する資料があり 、砥石としての機能が考えられる。

(6) 石皿

石皿は14点得られた。出土層は第Ila層が 6点と多く、次いで第II層の 5点、他は表面採集

の 2点である。使用部位は片面使用が12点で圧到的に多い。凹部がすり石の磨面と一致するも

のが 5点ある。
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凶 ~I
出土地点法|直鼓さ（日

番 版 器種 分類
(cm) 

石四 観 察 事 項番 出土J~位 砿 さ (cm)
OJ勺 芍口 紐 (g)

I -
12.6 本来は身のバランスの整った打製石斧と

21 58 I U-18 4.8 して機能していたもので、何等かの要因で
0) の 敲打器 緑色片岩
l I B I 陪 3.3 刃部が横折れしたため、敲打器として二次

I 350 利用したものである。
I 

平面形が扁楕円形の原石を用いたもので、
21 I 58 I T-11 

12.8 

のの II 10.5 
砂 岩 側面、両基端部が敲打面でいずれも平坦面4.6 

2 2 B II 岡 990 をなす。

21「- -
I I I R-7 

l2.2 平面形、楕円形の原石を使用。下端部の

の II
10.4 

砂 岩 みに深い敲打痕を有する。裏面には、僅か7.3 
3 I B II 屈 I .410 ではあるが磨面を認ることが出来る。I 

I I 15.l 平面形、楕円形の原石を使用。右側面の
21 1 R-? 10.7 

。；二 II 5.6 砂 岩 みに小刻みな敲打痕が認められ平坦面を呈B II 陪 I .380 する。

I R-6 15.0 平面形、楕円形の原石を使用。敲打面は
12.0 

砂 岩 左側面部のみに認められ、平坦面を呈するB II 屈
6.8 

l ,490 程利用されている。

I N-27 
17.9 棒状の原石を利用したもので、両基端部
7.0 

砂 岩 に小刻みな敲打痕が存する。3.3 

~Br屈 590 

16.0 平面形、卵形の原石を使用。周辺部に小

l J -16 10.7 刻みな敲打痕が認められる。特に両側面部

8 II a I悦 6.6 
砂

岩 1では敲打な小刻みではあるが、平坦而を形

I 1,700 成している。

22 I T-10 
10.6 平面形、楕円形の原石を利用。敲打痕は
8.3 

砂 岩 明瞭で深く、両端部と両側面の 4面に認め
11 附

5.4 
700 られる。

R-10 
15.6 平面形、楕円形の原石を使用。両側面部
10.7 

砂 岩 を用いている。使用面は敲打によって平坦5.8 
II 陪 I .250 面を形成する。

16.7 
平面形、楕円状の原石を利用。敲打痕は

S-9 
両側縁と両端部に認められるが上端部では

13.4 
砂 岩 打割を伴なう敲打痕が認められる。敲打痕

II a陪 5.7 ， は凹凸を呈する程明瞭で、特に下端部と右

i I 1,820 
側面部では著しい。＇ I 

I • —-— , 
I 14.l 平面形、扁楕円形の原石を使用。敲打痕は

23 1 III R-15 10.6 両基端と両側面と表面の 5面に認められる。
の II 砂 岩

I I 
B II a附 6.1 表面の敲打は浅い。周辺部の敲打は深いが、

I 1,290 左側面では小刻みで、平坦面を形成する。
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類分
．
 

種器

一

図
版
番
号

23
の
2

Ill 
敲打器I

B 

出土地点 1法l最さ (cm)
輻 (cm)

出土副位］竺」盟ぷぢ

I 
12.4 

Q-18 9.9 

II a附 5.2

900 

砂

砂

砂

14
9

6

1

-
12
1
0
1
1
 

>

Il

-
>

II
l:B 
IIH
I
 

59
の
2

23
の
3

+

23
の
4

24
の
1 ”

 

III I v-8 

B II a陪

24
の
2

II
 n

B
 

P-10 

II 附

石質 ＇ 観察事項

t 平面―、一，ー― ―― -・ 一

側面 ・下端部の 4面に敲打痕が認められる。
岩 I

使用痕は下端部では比較的明瞭だが、他の

3面は小刻みな敲打痕を有するのみである。

平面形、卵形の原石を使月。両側面に敲

岩
，打痕が僅かに認められる。深さは右側は比

較的深いのに対して左側は洩く不明瞭であ

る。

12.4 

9.3 

6.3 砂

960 

11.4 

8.3 

5.5 

830 

砂

I
l
l
B
 II

 ー6
 

24
の
3

V-19 

II a陪

15.2 

8.9 

4.9 

1,070 

砂

平面形は隅丸方形で、敲打痕は周縁部全

岩 1面と裏面に認められる。敲打による凹凸は

明瞭で、特に側面部では平坦面となる。

平面形、楕円形の原石を利用、敲打面は

岩 I
両側面と表裏面に認められるが、後者の方

が明瞭である。又、表面では磨面が瀧かに

認められる。

平面形、楕円形の原石を利用。敲打面は

両側面と表裏面に認められるが、前者の方
岩 I

が明瞭である。表裏面の敲打痕は僅かで凹

みは浅い。

平面形、偶丸方形で扁平な原石を利用。

，表裏面と周辺部の 6面を使用し、表裏面と
岩

両側面で、凹みと袂りが明瞭に認められ

る。

14.4 

25 
の 62
l 

Ill S-17 

II I B II 陪

ー

1
|

I
I
I
B
 II

 63の

1

25
の
2

P-14 

11 a陪

砂
4

1
 

．
．
 

1

7
 

］
 

1.660 

9.5 

7.8 
砂

7

0
 

.

0

 

5

6

 

平面形、楕円形の原石を利用。表巫面と

周辺部の 6面に認められるが特に、表面と

岩 1両側面の 3面で著しく 、前者は深い凹み後

者の右側では袂りを有し、左側では使用に

よる打割が認められる。

戸形が、三角柱状の原石を利用したも

ので、周辺部と表裏面に敲打痕が認められ

る。周辺部は敲打によって角がとれ平坦面

となり、側面部では扶りを有する。表面は

岩 I三角形を呈するため、その頂点と両側面の

3面に明瞭な凹みがあり、裏面の平坦面に

も同様の凹みが認められる。本資料は、側

面の 4面と表裏面の 4面で計8面使用の船

打器である。
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~将サ麿号 I サ：土地点法長さ（叩）
器 種分類 出土陪位『（ 輻四さ ((ccmm))I 石 質 I 観 察 事 項

9炉i1(g) 

亨1

[II R -10 
13.2 左側面と基端部の一部を欠捐。敲打面は

敲打器
8.5 

砂 岩 右側面と表面に認められる。敲打痕は両面7.1 
B II l悦 I .l40 とも小刻みではあるが明瞭である。

11. 7 平面形、円形の河原石を利用。表裏面と

9.2 
砂 岩

両側面部の 4面に認められる。 4面とも使

4.2 用は著しく表裏面では凹みを呈し、側面部

640 では平坦面を形成する，

15.3 平面形、円形の河原石を利用。表面と左

12.2 
砂 岩 側面に敲打痕が認められるが、小刻みで、7.5 

2.200 明瞭ではない。

扁平で大型の原石を利用したもので、側

18.3 面の 1部に使用による稜線が明瞭に認めら

12.7 
砂 右山

れ、表面では敲打による深い凹みを有す

4.7 る。手物ち利用としては比較的重批もあり、

1.650 i位いて用いた台石的なものであったと思わ

れる。

11.4 I 平面形、円形の原石を利用。表面と両側

7.5 
砂 岩 1面の 3面を用いているが、使用痕は小刻み5.4 

700 で、不明瞭である。

12.6 
平面形、楕円形の原石を利用。表面と周辺

部の 5面に敲打痕が認められるが、特に表
9.3 

料 而と右側面の 2面が明瞭であり 、凹みを形
7.0 

砂

成する程である。他の 3而は小刻みで、僅
l .220 

I かな凹凸を呈する。

14 .4 

I砂
平而形、不定形な原石を利用。表面の 2

9.3 面に敲打痕が認められる。敲打は小刻みで
岩

4.6 はあるが表面では深く、裏面では浅い凹み

1.019 を呈する。

15.3 
平面形、隅丸三角形の原石を利用。表裏

面、右側面、下端部に敲打痕が認められ

2の7 6の3I I Ill S -15 10.8 
Ii 砂 右山 る。表裏面と下端部の使用痕は比較的明瞭

l 2 I C II a/舒 5.5 
I であるが、右側面は小刻みであり、使用は

1.190 

i 
箸しく平坦面を形成する。

~} Ill 
4.9 ― | 平而形は隅丸方形丁」ヽ型の石器である。

Ii V-15 
5.3 

砂 岩 表面に敲打による凹みが認められる。I 2.4 
I B 0.9 凹みは明瞭でしかも深い。
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図 図
出土地点

法 1長さ (cm） 

番 誓器種 分類
幅 (cm

） 石質 観 察 事 項
出土陪位 叩さ(cm

） 

号 弓Cコ 犯屈(g） 

U-13 I 
7.9 平面形、楕円形の原石を利用。表面と右

27 Ill 12.8 側面に使用痕が認められる。表面では敲打
の 敲打器 砂 石山

3 C JI 陪 4.6 による凹みを有し、右側面は使用によって

1.470 平坦面を呈し、明瞭な稜線が形成される。

21.1 平面形は楕円形の原石を利用したもので

27 I T-12 
14.2 砂 岩 右側面には僅かではあるが、敲打痕が認め

の II 

4 B II 府 5.3 られ、平坦面を形成する。又、左下端部は

2,500 打割を受けている。

I 平面形が不定形な楕円形の原石を利用し
12.7 

たもので、表裏面、右側面、下端部の 4面
27 I T-16 10.3 
の II 砂 右山 を利用している。敲打痕は浅く不明瞭であ
5 A II a屈 4.0 

るが、下端部は使用による打剥が認められ
840 

る。

11.5 平面形が楕円形を呈する原石を利用した

28 I T-14 9.3 もので、両側面に使用痕が認められる。左
の II 砂 右山

I C II a層 4.0 側面は小刻みな敲打痕、右側面はスリ面を

580 有し、平坦面を形成する。
I 

I 平面形は楕円形で、縦断面が三角形を呈
13.8 

28 l V-15 
する原石を利用したもので、下端部と両側

9.4 
の II 砂 岩 面の3面を使用している。敲打痕は小刻み
2 C II 陪 6.2 

で不明瞭であるが、左側面はスリ面と思わ
1,000 

れる程稜線が、認められ平坦面となる。I 

I 大形の扁楕円形を原石として用いたもの
15.4 

28 I V-10 
で、両側面に敲打痕が認められる。敲打痕

11.5 

誓I"II 砂 岩 は深く、扶りを形成する。襄面中央部に凹
C II 屈 4.0 

状の麿面を有し、砥石的な機能を兼ね備え
1.150 

たものと思われる。

I 19.0 大形の楕円形を原石として用いたもの

28 I R-6 12.45 で、左側面にスリ面を残こし平坦面を形
の 66 JI 砂 岩
4 A II 附 4.6 成し、右側面は小刻みな敲打痕が認められ

1.420 る。

I 19.3 大形の扁楕円形を原石として用いたもの

29 I T-12 14 5 で、両側面に明瞭な敲打による扶りが認め
の 67 II 砂 岩
1 C II 層 6.2 られる。又、右下端部にはスリ痕が認めら

I 3.000 れ、明瞭な稜線を有する。
I 

15.l 大形の三角状の原石を用いたもので、両

29 I R-15 11.9 側面に明瞭な扶りが認められ、右側面の一
の 68 II 砂 岩
2 C II a陪 5.2 部には、使用によって生じた打剥が惚めら

1,280 れる。
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図 図
出土地点 法

長さ (cm)

番 誓器種 分類
幅 (cm)

石質 観 察 事 項
出土陪位 位 厄さ (cm)

_cl 弓 号 頂品(g)

24.6 大形の三角状の原石を用いたもので、右

29 I S -13 13.6 側面に使用によるスリ面が明瞭に認められ
の 69 敲打器 砂 岩
3 A II 陪 6.6 る。又、表面には凹状の雌面を有すること

3.750 から、砥石として利用したと思われる。
- -

29 I T-16 
17.1 大形の扁平円礫を用いたもので、右側面
1:3.6 

の II 

A I II a陪
5.4 砂 岩 にスリ面と 、その使用時に出来た打撃痕が

4 2,200 観察出来る。

16.8 大形の扁平円礫を用いたもので、右側面

30 I Q-12 13.3 にスリ面が認められ、明瞭な稜線を形成す
の Ii 砂 右山

I A II 層 4.4 る。上端部を大きく打ち割いた他は自然面

2,000 のままである。

15.1 自然の楕円礫を利用したもので、左側面

30 I T-14 9.6 は使用による打撃痕が認められる。右側面
の 70 II 砂 石山

2 A II a附 4.1 は、スリ面として用いられ、明瞭な稜線を

880 形成する。

30 I V-26 
12.3 手ごろな自然礫を利用したもので、両端

の II 
7.4 

砂 岩 部を打ち割き 、右側面をスリ面として利用3.9 
3 A II a陪 525 し、平坦面を形成する。

30 72 I V-11 
20.7 河原石の右側面部をスリ面として利用し

の の II 
12.0 

砂 岩 たのみで、他は自然面のままである。5.4 
4 l A II 附 2,500 
-, トー 卜＿

22.8 大形の楕円礫を利用したもの。右側面

30 I T-12 13.7 をスリ面として用いたのみで、他は自然
の 71 II 砂 岩

5 A II 陪 6.0 面のままである。スリ面には明瞭な稜線が

1,700 認められる。

30 I R-13 
14 .8 手ごろな河原石の右側面部をわずかにス

の Ii 
11.3 

砂 岩 リ面として用いたのみで、他は自然面のま
6 A II 陪

4.7 
1,100 まである。

31 I S -13 
17. I 不定形な自然礫を素材として用いて、右

の ” 
12.4 

砂 岩 側面のみをわずかにスリ面として利用した5.3 
l A II 陪 1,420 ものである。

31 I S -11 
18.9 平面形が、楕円形の原石を利用したもの

の ／） 
H.4 

砂 岩 で、表面のみ研磨面がわずかに認められ6.7 
2 A 11 a附 2,600 る。

31 I R-16 
11.8 手ごろな自然礫を用いたもので、右側面
8.7 

の II 

A 
4 .8 砂 岩 のみをスリ面として利用し、平坦面を形成

3 I 陪 680 する。他は自然面のままである。
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図 図
出土地点 法

長さ (cm） 

番
版

器種 分類
幅 (cm

） 石質 観 察 事 項
番 出土層位 砒

厚さ (cm） 

古"' 
弓にコ 頂凪(g） 

31 I Q-9 14.9 手ごろな自然礫を用いたもので、右側面

の 敲打器
7.4 

砂 右山 のみスリ面として利用し、角がとれ平坦面
4 A II a屈

4.3 
720 を形成する。

31 I R-9 
15.3 不定形な自然礫を用いたもので、右側面

の II 
9.9 

砂 岩 をスリ面として利用し、僅かに稜線が詑め3.3 
5 A II a庖 720 られる。

11.8 手ごろな楕円礫を用いたもので、右側面

31 72 I I J -11 6.7 砂 岩 は平坦面を形成する程利用されるが、他は
の の II 

6 2 A II 陪 3.3 自然面のままである。

300 

31 I S-11 
9.3 小型の円礫を用いたもので、右側面をス

の ” 
6.6 

砂 岩 リ面として利用し、僅かに平坦面を形成し3.2 
7 C II a陪 220 たもので、他は自然面のままである

12.0 手ごろな円礫を用いたもので、表面のみ

31 J -20 10.3 に研磨が認められるが、磨面はさほど入念
の すり石 砂 右山

ではない。周辺部は小刻みな敲打痕が認め8 I 陪 4.8 

850 られるが明瞭ではない。

16.5 自然の円礫を用いたもので、表面のみを

32 0-22 12.4 利用しており、明瞭な磨面が認められる、
の 73 II 砂 岩
1 II a層 6.0 図34の 1の石皿の凹みと表面の磨面が一致

1,930 する資料である。

32 U-19 
16.6 自然の楕円形の原石を利用したもので、
9.9 

の JI 4.9 砂 石.... 又右側面には小刻みな敲打痕が観察出来る。
2 II a附 1,370 敲打面は平坦面を形成する。

32 
17.4 平面形、楕円形の原石を利用。表面に磨

S -16 11.6 
の 74 II 

5.9 砂 岩 面を有し、左側面部と上端部に比較的明瞭
3 II a陪 1.720 な敲打痕が認められる。

平面形は楕円形の原石を利用したもの

15.6 で、右側面のみに敲打痕が認められ、平

33 75 III K-11 8.7 坦面を形成する。表襄面に磨面を有し、
の の 敲打器 砂 岩
1 1 B II 陪 5.0 表面では凸状裏面では凹状を呈する。前

880 者は磨石、後者は砥石的な要素が考えられ

る。

大形の三角状の原石として用いたもので、

16.l 右下端部に使用による打割があり、その上

33 T-14 9.6 部から上端部にかけてスリ面が認められ、
の 砥石 砂 右山

2 II a陪 4.3 平坦面を形成する。又、表面には凹状を呈

890 する磨面があり、砥石としても用いられて

いる。
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固 図
出土地点 法

長さ (cm)

靡器種 分類
幅 (cm)

石質 観 察 事 項番
出土）灼位 吼 駆さ (cm)

ロ’― コ 巧n fill,t(g) 
I - • 

表裏面に磨面が認められるが、表面に比
8.6 

ベ裏面の研磨は著しい。右下端隅に孔が認33 75 U-11 6.0 
の の 有孔石器 砂 岩 められ、両面より穿たれている。薄手の板
3 2 II a I曽 1.3 

材を用いたもので、半欠品である。用途は
140 

不明。

33 V-9 
25.0 平面形は短冊形を呈し、両面を使用する

の 砥石 12.7 もので、表面の使用は著しく、研磨が明瞭4 II a附
8.5 砂 岩 に認められる。重乱が比較的あり置砥石と

2,900 しての用途が考えられる。

24.6 
平面形が方形を呈する大型の原石を使

用。表面中央部に40cmx 20cmの範囲で、34 76 Q-19 21. 7 
0) の 石皿 砂 岩 深さ 4cmの凹みを形成する。図32の 1に示
J 1 II a陪 7.5 

したすり石のカープ面と本賓料の凹部が一

致する。

平面形が六角形を呈する大型の原石を使

32.7 用。表面中央部のみを用いており 、37cmX

34 76 R-19 25.5 20cmの範囲で凹部を形成する。凹部はなだ
0) の 石 皿 砂 岩
2 2 II a屈 7.6 らかで、深さは 3cmを測る。図32の 2に示

したすり石のカープ面と本資料の凹部が一

致する。

平面形が方形の原石を使用。表面中央部
31.8 

のみを用いており 、37cmX25cmの範囲で、
35 P -12・13 23.8 
の 77 石皿 砂 岩 深さ 5cmを測る凹部を形成する。図32の I
I II a陪 8 

図32の 3に示したすり石のカープ面と本丙

料の凹部が一致する。

27.5 
破損品ではあるが、現存資料から判断す

ると、平面形は方形を呈していたものと思35 79 
採

17.5 右,,.』
の の 石皿 表 砂 われる。凹部は表面のみに認められ、深さ
2 1 12 

4 .5cmを洞る。囮32の 2に示したすり石の

磨面と凹部が一致する。

37.2 
破担品ではあるが、現存資料から判断す

ると平面形は方形を呈していたと考えられ35 79 Q-15 21.5 
の の 石皿 砂 岩 る。なだらかな凹部が表而に認め られ、深
3 2 II a附 12.5 

さは 4cmを測る。図33の 1に示したすり石

のカープと凹部が一致する。
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図 図
出土地点法

長さ (cm) I 
誓

幅 (cm)
番 器種 分類

出土陪位茄 ／豆さ (cm)
石質 観 察 事 項

号 号 :rIいTI;(g)

45 凹み中央部で破損したもので、平面形

35 Q-15 22 は方形を呈していたと思われる。凹部は
の 78 石皿 砂 岩
l II a陪 20 両面にあり、表面では深く、 襄面は浅

し)゚

34 .5 なだらかな凹みが両面に認められる。表面

36 79 27.3 に比べ裏面はなめらかな凹部を形成する。
の の 石 皿 表 採 砂 岩
2 3 12.4 凹み部分で破損したため、現存資料からは

平面形の推察は不可能である。
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2 貝製品

本遺跡よりシャコガイ製貝斧 1点、クモガイ突起部加工品 1点、有孔貝製品2点、貝匙 1点、

クモガイ製加工品2点、計 7点の貝製品が出土した。（図37、図版80・81)。

(1) シャコガイ製貝斧

表面採集品である。シャコガイ左殻のちょうつがい部を利用して作られたものである。

刃部が欠損しているため長さは不明だが、残存部が10.8cm、幅は欠損した刃部付近で4.6cm、

ちょうつがい部を利用した基端部は1.3cmと、細長い三角状を呈する。厚さは最も厚い部分で3.5

cmで、重拡は167lである。

貝斧側面の片方は貝の前縁部の自然面を利用し、もう一方は打割により 丁寧に調整している。

全体的に研磨痕がみられず、刃部のみを研磨した貝斧だと思われる。 殻表面は貝の鱗片のざらっ

きや、打割面の角がなく、全体的にすべすべしている。（図37の3・図版81の 1)

(2) クモガイ突起部加工品

表面採集品である。突起部を含めた殻高は13.1cm、殻径が7.5cm、重砿19m のクモガイ製品

で、突起部先端が研磨されている。

突起は短かく 、水管部に最も近い突起と頂部に最も近い突起は研磨が明瞭である。他の突起

は先端部が欠損している。一部研磨面が残っているのが、頂部に近い方から第2と第4突起で、

あとの 3本の突起は研磨面は確認できない。第 5突起と水管突起の先端は丸くなりすべすべし

ている。

腹面は穿孔さ れているが孔は長径2.2cm、短径0.7cmで粗雑に穿たれており、孔を利用した製

品とは思えない。この製品と類似の製品が、石垣市名蔵貝塚から出上している（大浜永亘氏所

蔵）。製品は突起部が研磨された利器で、本遺跡出上の加工品も、おそらく同様の利器であった

と思われる。（図37の2、図版80の 2)。

(3) 有孔貝製品

オニコブシガイの腹面が穿孔された製品がV-17グリッド（以下グリッドを略す） I層で出

土している。殻高6.6cm、殻径4.5cm、重絋が5igの貝で、孔径 7mmX8mmの孔が穿たれている。

穿孔面は丁寧に調整されており、孔の形も良い。（図37の3・図版81の1)

二枚貝ではリュウキュウザルボウガイの殻頂部付近が穿孔されている製品が0-27の I陪から

出土した。殻長6.9cm、殻高4.6cm、重拭24gの貝で、殻頂部付近にひょうたん形に穿孔されて

いる。孔は長径3.3cm、短径1.5cmで、頂部付近は打割は細かく、背縁部に近い方は粗雑である。

穿孔面を見ると、殻頂部を中心にして2. 4cm x 1. 8cm程の孔を穿ったものと思われるが、それを

さらに大きく穿孔する必要があって大きくしたのか、穿孔ミスで大きくしなければならなかっ

たのかは判断し難い。（図37の 4、固版81の2)。
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(4) 貝匙

巻貝の腹面や螺塔部、軸を除去して作られた貝匙が、W-14のI陪から出二している。大き

さは6.6cmX3.9cm、重址は23gで、貝匙としては小さめのものである。 製品は、巻貝の底唇部

を基部とし、側面の一方は外唇部を利用しており、もう一方は腹面をほぽ直線的に打割してい

る。打割面は手馴れのせいか角ばっていない。凹みの深い貝匙の先は、螺塔部を除去して直線

状になっており、腹面に近い方は先の部分が少し欠損している。

この製品の貝種名については、貝自体の形や色がはっきりしないので断定することはできな

いが、貝の大きさや、殻表面にかすかに残っている褐色の細かい螺条等から、イモガイ科の二

シキミナシガイではないかと思われる。（図37の 5)。

(5) クモガイ製加工品

クモガイの腹面や螺塔部 ・軸部を除去した背面を利用し、突起を有する外唇部だけが残存し

たものが、W-12のIIa層で 1点、 出土地点不明が 1点の計2点出土している。

前者は長さ8.6cm、最小幅0.8cm、重辿20gで、螺塔部付近の突起部と水管突起以外の 5本

の突起が残存している。

後者は長さ 10.1cm、最小幅1.0cm、重fil:46gのやや大きめの貝で、ら塔部付近の 2本の突起部

と水管突起部以外の 4本の突起が残存している。

この 2点の製品は形状が似ており 、クモガイ背面を打割し、この形に整形したように見える

が、突起には研磨も確認できず、製品になる前の段階で放棄したものかとも考えられる。（図

37の6・7、図版81の3・4)。

(6) ヤコウガイ蓋製スクレイパ.:..

ヤコウガイの蓋の薄い縁辺部を打ち欠いて刃部をつくりだした製品である。ヤコウガイは腹

足綱リュウテンサザ工科に属する大型の巻貝で、奄美諸島以南に広く分布し、 潮間帯下の岩礁

に棲息する。殻は重厚堅固で、螺塔は低くて体附は大きくふくらむ。殻表は黒褐色または黒緑

色の地に濃褐色と黄白の斑が交互にある。 殻口は大きくて丸く 、内面は真珠光沢がある。蓋は

石灰質で白く、丸くて厚い。この製品は現在のところ北は吐喝硼列島の宝島から南は台湾まで

比較的広範囲にわたって分布している。南島北部商からは出土していないが、南島中部圏の奄

芙 ・沖縄諸島では出土追跡は最も多い。南島南部圏に属する宮古 ・八重山諸品では波照間島下

田原貝塚、黒島サキバル迫跡、そして今回調査を行なったトウグル浜逍跡の 3ヶ所がある。こ

の地域は先史時代において北 ・中部圏とは文化様相が違い、むしろ地理的に近い南方との関係

が強iいようである。この製品についても南方との関係に興味がもたれる。

本遺跡からは446個が出土しているが、これは前述した地域の中では圧倒的な出土址である。

出土遺跡の多い中部囮でも紐的に多く出土しているのは宇宿港遺跡 (108個）、久里原貝塚 (77

個）、宇宿貝塚 (28個）、古座間味貝塚 (27個）などの数遺跡で、その他のほとんどの述跡では

出土茄は少ない。
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今回得られた資料を刃部の形態及び加工範囲により次の I~VII類に分類した。不明は別。

I. 下半縁辺加工型

II. 右辺 ・下辺加工型

Ill. 下辺加工型

IV. 下半加工型

V. 三辺（右 ・左 ・下）加工型

VI. 三角形型

VII. 右欠、下辺加工型

I 下半薄縁部を加工する。刃部はほとんどが鋭くなっているが、図38の 1・4、図39の 7、

8、10、のように鈍くなっているのもある。出土趾は129個と最も多い。（図38・39、図版

82上）。

I] 右辺及び下辺部を加工する。右辺は図40の 2·9 のように縁辺だけと 1• 4 · 6 · 8 の

ように中心部近くまでおよぶものがある。出土趾は少ない。（囮40の 1~9、図版82下）。

III 左右両側の薄縁部に末加工部分を残す。刃部が鋭いものが多い。 Iに次いで出土址が多

い。（図41、図版83上）。

IV Iに比べて加工範囲が内側（中心部近く）までおよぶ。最初から中心部近くまで加工し

たか、I~Illが使用による刃部の破損のためかいずれかと考えられる。（固42、図版83下）。

V Iょりさらに加工範囲が厚手の部分まで広がる。平面観は四角形に近くなる。（図43、図

版84上）。

VI 左右両側は加工が内側までおよぶが、下辺は縁辺部で止まる。平面観は逆三角形を呈す

る。（図44、図版84下）。

Vil 右側部分が欠け、下辺のみに刃部が残っている。（固40の10~18、図版85)。

出土状況については表 1のとおりである。 I陪と IIa層からの出土が多い。 I層では I• 

V・VIIが多く、 Ila層では[]Iのみが多い。 II・IV・VIの出土拡は I層と IIa層ではそれほど差

はなかった。
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表 1 ヤコウガイ蓋製スクレイパー類別出土表

い I 類 II 類 LLL 類 N 類 V 類 VI 類 VII 類 不 明 1合計

I 層 73 8 29 18 16 24 12 44 I 224 

II 屑 10 2 5 3 5 ， 1 4 I 39 

Ila 岡 47 8 32 20 6 18 5 47 183 

合計 130 18 66 41 27 49 18 95 446 

I 附

II a附 全体

＂ 
VII 

18 (4.0)→ 

5 (2. 7)→ 

II 

18 (4.0) 

（ ）内はパーセント

表 2 ヤコウガイ蓋製スクレイパー類別出土状況
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3 骨製 品

本遺跡より、イノシシの骨を利用した骨針、骨錐、牙製品等の実用品としての製品や、有孔

サメ歯製品、有孔椎骨製品等の装飾用としての製品等が出土した。（図45・46、図版86~91)。

(1) 骨針

2点出土した。いずれも破損品である。

1点はT-15のIIa陪から出土している。イノシシの排骨を利用したもので、上部と尖

端部が欠損しているー。 上部に穿った孔は半分程欠損している。横の孔径は 3mmで、孔部付近

の側面に刃物痕がある。尖端部付近の側面で、斜状の擦痕が明瞭で、調整によるものと思われ

る。欠損部を考慮しても、長さが短かい製品である。（図45の 1、図版86の 1)。

もう一つは細い棒状のもので、 上部が欠損しているので、全体形は不明である。 S-20 

のIIa層から出土しており、この製品もイノシシの肺骨を利用している。欠損部の断面は楕

円形で、使用頻度が高いのか尖端部は滑沢があり、丸味があって鋭さはない。尖端部には調整

によるものと思われる横擦痕が明瞭である。形状から骨針と思われるものである。（図45の2、

屈版86の2)。

(2) 骨錐

骨錐と思われる製品は 3点出土した。イノシシの肢骨を利用したものと 、肩甲骨を利用した

ものがある。（図45の 3~5、図版86の 3~5)。

前者は 2点出土 した。 うち 1点は 0-22の I陪から出土している。頭部と側面の一部および

尖端部をわずかに欠損している。切削整形のときについたとみられる削り痕が確認できる。

もう 1点はV-10のIIa層から出土 しており、頭部と尖端部が欠損している。 一面は長骨部

の自然面を利用 し、その裏面では切削整形が施されている。切削により、頸部の方は厚味がや

や対いが、尖端部では円に近い多角形をなしている。この切削整形により長軸にそって稜線が

はっきりしている。 一部に研磨調整によると思われる斜横の擦痕が確認できる。しっかりした

骨体を使用し、仕上げ調整も良好である。

後者の 1点はS-11のIla層から出土しており、イノシシの肩甲骨を利用したものである。

今のところ肩甲骨を利用した骨錐の出土例はない。この製品は、イノシシの左の肩甲骨で、遠

位端・近位端とも欠損している。おそらく骨の厚くなる近位部を尖らせ、錐状に仕上げたもの

と思われる。

(3) 牙製品

イノシシの牙を利用した製品がP-26の I層から出土している。（図45の 6、図版86の6)。

イノシシの下顎犬歯の一部を縦に削り取り、削り取った面の反対側の角の部分を切削し、平

坦にしている。削り取った方の面も平坦になっており、中央部の断面は台形状を呈する。

わずかに基端部を欠損しており、平坦面の広い側では中央部付近から尖端部に斜めに薄くな

っており、斜状に稜線をつくり出している。大きさはずい分小さいが、丁度小型ナイフの様な
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形をしており、用途も利器に近いものであったと思われる。

(4) 用途不明の加工品

イノシシの1排骨を利用した加工品がV-16のIIa I屈から出土した。（図45の 7、図版86の7)。

両端とも欠損しており 、全体の形状は不明で用途も不明である。欠損部は一方は扁平で、もう

一方の細い部分は断面が楕円状を呈し、その尖端部を利用していたものと思われる。

エイの尾棘骨側面の鋸歯状棘部が切れた部分を研磨した製品がT-15のIla陪から出土した。

両端を欠損しているので全体形は不明で用途も不明である。エイの尾棘骨の鋸歯状棘部は鋭利

なので、その部分を使用した可能性も大きい。（図45の8、固版86の 8)。

(5) 有孔サメ歯製品

本遺跡より、 6点の有孔サメ歯製品が出土した。いずれも歯根部を整形し穿孔したものであ

る。製品はすべてイタチザメの歯を使用している。（図46・固版87~89)

これらの製品の観察事項については出土一覧に記した。 今回出土した製品は、 2孔穿孔さ

れた製品、 1孔の製品、歯骨の 1部を除去した 1孔の製品の 3種に分類できる。

① 2孔穿孔された製品はIIa層の土洗いでフルイにかかったものである。

②歯根骨の中央部に 1孔穿った製品は表採品 l点、IIa層で 3点の計 4点出土している。

③歯根骨 ・歯骨の 1部を除去し、骨質部に 1孔穿った製品がIIa層で 1点出土している。

表採品を除いて、すべてIIa層から出土している。

表採品は 1点で、②に分類したものである。歯根端を除去し整形しているが、歯根部は本来

の形態で、仕上げが雑である。

II a層から出土した製品は形状では 3種あるが、いずれも歯根の凸部を研磨し、平坦にして

おり 、整形、仕上げともに良好な製品である。

製品はペンダント状の垂飾品と思われる。

先島諸島では、今まで有孔サメ歯製品の出土例がなく 、本遺跡が最初の出土地である。沖縄

木島では数十点の出土例があるが、一つの追跡からこれほど出土した例は類をみない。

有孔サメ歯製品は、沖縄本島では沖縄編年の前 ・中期に位置する遣跡から主に出土している。

出土例のなかった先島諸島に 、ある程度時期を限定できる製品が出土したことは、先島の

先史時代を研究する上で、大きな成果があるものと思われる。

サメ歯計測説明図

穿孔部

臼
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有孔サメ歯製品出土一 覧

※法屈 ・孔径はmm、重砿は g。

晋 a X b 
~ Cココ▲

46 

20 X 18 
の

口）イっ

46 87 
の

2 孔

一

塁重

r□
 

一

3.5X3.7 

(2.2X2.8) 

3.3X3. l 

(2.7X2,l) 

観 察 事 項

歯根部の両サイドと上端部を除去し、丁寧に整形されて

いる。中央歯根部は平坦に研磨され、その歯根部に 2孔

穿たれている。

0. 76 Iほぼ完形品で、摂面中央部がわずかに欠損し、 2孔とも

一部は欠損している。

いずれも両面から穿孔されており、裏面からは斜めに、

表面からは垂直に穿孔したものと思われる。一孔は特に

I裏面歯根部の上部にゆるやかに斜め穿孔されてし立

歯根部の両サイドを除去し、整形は非常に艮い。中央歯

根部は平坦に研磨され、中央に大きな一孔が穿たれてい

2 R-15 完形品 5.4X5.4 る。孔はきれいな円形である。
の ・ 24 X 23 

(4.0XU) 
I. 43 

88 II a ］ 孔 完形品で、孔は両面から穿たれ、表面からは大き く、裏

の 面は少し小さい。
2 I 2 

全体的に仕上げが丁寧で良好。

46 87 
歯根部の両サイドを除去し整形しているが、歯の部分を

の 欠損しており、孔も半分程欠損している。

5 L-21 破損品 5.0x - 表面の孔付近の歯根部は平坦に研届され、一孔穿たれて
の ・ 20X -

(-X-) 
0. 67 

90 II a l 孔 いる。

の 孔は両面から穿たれており、表面歯根部の上部にゆるや

3 11 I かに斜め穿孔されている。

46 87 
歯孔部を半分程欠損しているため、孔は一部欠損してい

の る。歯根残存部は歯根端を除去し、整形されている。
4 V-11・12破損品 -xs. 7 

のI• -X25 
(-X3.5) 

I. 45 孔は歯根骨質部に穿たれており、両面から穿孔されてい
89 表採 ］ 孔

4 I の
る。歯根部は本来の形態で、研磨による平坦面は認めら

2 I れない。

46 I悶1
I 歯根部を欠損しているため、表面の孔は確認できず、襄

6 T-19 破損品 推 定 -X2.8 
面の孔も一部欠損している。

のI• 
(-X2.5) 

0.28 表面にわずかに残存している歯根部は平坦に研磨されて
90 II a ］孔 (20 X 18) 

s I? 
いる。製品の大きさは歯の大きさから、同表 lとほぼ同

大のものと思われる。

87 歯根部の前先端と、後側半分程を除去し、丁寧に整形さ
46 の

4.0X4.9 3 S -11 完形品 れたもので、歯根部の前先端の骨質部を穿孔している。
の 14 X24 

(2.2X2.4) 
I. 26 

89 II a l 孔 歯根部は平坦に研磨され、孔は両面から穿孔されている。
6 の

I 全体的に仕上げは良好。
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(6) 有孔椎骨製品

本遺跡から、先島諸島では初めての有孔椎骨製品が出土した。

エイやサメの脊椎骨の臼状凹部の中央を穿孔したもので、エイの椎骨製品が 4点、サメの椎

骨製品が 5点の計 9点の出土である。表11はその出土一覧表である。

表11 有孔椎骨 製 品 出 土 一 覧 表

屈 図

番 版
グリッド 陪序 魚種 椎骨径(mm) 厚さ(mm)重凪(g) 孔径 (mm) 備 考番

万ロ
号

46 91 
の の S -20 II a エイ ll.9Xll.9 7.5 0.75 2.0Xl.8 完形品
7 l 

46 91 
の の N-25 I エイ 14.0Xl3.5 7.0 0.83 2.3X2.2 周縁部 1部欠損
8 2 

46 
の 0-22 II エイ 12.ox12.o 6.0 0.45 l.9X 1.5 片側周縁部ほぼ欠損， 
46 91 
の の Q-23 II a エイ 13.0X 5.8 0.43 2.4X2.3 周縁部の％を欠損
10 3 

46 91 
の の S -15 II a サメ 8.6X8.4 4.1 0.13 2.0X2.0 完形品 ・火を受けている
11 4 

46 91 
の の S -15 II a サメ 7.6X7.1 3.0 0.1 2.0X 1.9 II ． II 
12 5 

46 91 
の の S -15 II a サメ 8.0X7 .5 4.6 0.14 l.7Xl.6 周縁の 1部を欠損 ・ II 
13 6 

46 91 
の の S -15 II a サメ 8.QX7 .Q 3.8 0.11 2.2X2.2 完形品 ・火を受けている
14 7 

46 91 
の の S -15 II a サメ 7.0X6.7 2.9 0.09 l.4Xl.4 II . II 
15 8 

エイの椎骨製品は、 I層 .II 層• II a層から出土しており 、今回出土のサメの椎骨製品より

大きめで、径が12~14mm程のものである。

サメの椎骨製品は径が 8mm前後の小さめの椎骨で、いずれも火を受けており、 S-15のIIa 

陪から出土している。大きさもほぽ揃っている。

以上は、加工痕が明確な製品である。その他にも穿孔の状態等から、製品なのか、自然に穴

があいたものなのか、曖昧なものはすべて製品としては取り上げなかった。しかしこれらの有

孔椎骨の中にも、製品の可能性がある椎骨もあるので、その他の有孔椎骨をすべて計測し、出

土一覧表を設けた。（表12)
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製品に含めなかった有孔椎骨は12個で、すべてサメの椎骨臼状凹部の中央に孔がある。この

中でも、 1番~5番までの 5個の椎骨は、火を受けており、製品と同グリッド ・同層位より出

土している。椎骨径も 8mm前後で、製品の大きさと同大であることから、この 5点の有孔椎骨

も、製品と同ーネックレスのものである可能性は高い。

10番~12番の 3点の椎骨は明らかに製品ではない。いずれも小さく細長い孔で、自然に放置

しておいても、椎骨臼状凹部の最も薄い中央部あたりに穴があいていくのを証明している。

6番~9番までの 4点の椎骨は、穿孔面が滑らかなので、それが使用のためか自然磨耗によ

るものなのか判断し難く、 一応製品の可能性もあるとした。

今回出土の有孔椎骨の製品数は、一つの遺跡から出土した数としては多い方である。特にエ

イの椎骨製品の出土は先島諸島はおろか沖縄本島でも出土例をみない。今回初めて出土したも

ので、貴重な資料である。このエイの椎骨製品は各層から出土しており、それぞれ別個体のも

のと思われる。各層からの出土数が少ないので、ネックレス状の着装品であったのか、 1個だ

け通して着装していたのかは不明で、今後の出土例の報告を待ちたい。

サメの椎骨製品は、同層位の同グリッドから出土しており、大きさも揃っているので、椎骨

をいくつも通したネックレスだと推察される。サメは同一個体のものである可能性が高い。た

だ、 S-15のIIa層から出土した有孔椎骨はすべて火を受けているようである。

表 12 有孔椎骨 出 土 一 覧 表

番号 グリッド /fj序 魚種 椎竹径(mm)
厚さ 頂只

孔径(mm) 観察事項
製品の

(mm) (g) 可能性

I S-15 II a サメ 8.0X7.7 3.5 0.1 2.2X 1.9 火を受けている あり

2 S-15 II a サメ 7.5X7.0 3.6 0.08 1.8Xl.7 II I/ 

3 S-15 II a サメ 7.8X7.8 3.6 0.09 2.2Xl.7 II II 

4 S -15 II a サメ 7.5X7.2 3.3 0. J l.9Xl.6 II II 

5 S-15 II a サメ 7.0X6.9 3.7 0.09 l.8Xl.3 II孔は小さい II 

6 L-21 II a サメ 8.5X8.4 5.3 0.21 2.0Xl.7 II 

7 S-16 不明 サメ 7.1X7.0 4.0 0.12 l.7Xl.6 II 

8 S-10 II a サメ 6.4 X6 3 3.2 0.07 l.5Xl.) II 

， R-22 II a サメ 5.9X5.8 3.0 0.06 l.7Xl.5 椎骨径が最も小さい II 

10 V-17 II a サメ 23.2X22.4 8.6 2.86 2.0 X 1.0 椎骨径が殻も大きい なし

11 0-23 II a サメ 13.QX 12.0 6.4 0.41 i.7Xi.0 1部欠損 II 

12 N-22 II サメ 8.0x () 4.0 0.12 1.2 xo.s 欠損部が多い // 
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ロ 動物遺体

l 脊椎動物

トウグル浜遺跡出土の脊椎動物遺体

脊椎動物門

1 軟骨魚綱

サメ目

メジロザメ科

イタチザメ

メジロザメ属

エイ目？

科、属不明

II 硬骨魚綱

ウナギ目

ウッボ科

属、種不明

ボラ目

カマス科 ？

スズキ目

スズキ科

属、種不明

フエフキダイ科

ョコシマクロダイ

属、種不明

ベラ科

属、種不明

プダイ科

ナガプダイ

イロプダイ

ナンヨウプダイ
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金子浩昌

Phylum VERTEBRA TE 

Class Chondrichtlyes 

Order Lamniforwes 

Family Carcharhividae 

Galeocerdo cuvier 

Care加rhinussp. 

Order Rajiformes 

Family indet. 

Class Osteichthyes 

Order Anguilliformes 

Family Muraevidae 

Ge. et sp. indet 

Order Mugiliformes 

Family Sphyraenidae? 

Order Percifarmes 

Family Serranedae 

Ge. et sp. indet. 

Family Lethrinidae 

Monotaxis grandoculis 

Ge. et sp. indet. 

Family Labridae 

Ge. et sp. indet 

Family Scaridae 

Scarops rugroviolaceus 

Bolbometopon bicolor 

Scarus gibbus 



フグ目

モンガラカワハギ科

属、種不明

ハリセンポン科

イシガキフグ

Ill 爬虫綱

カメ目

ウミガメ科

属、種不明

リクガメ科

属、種不明

有鱗目（ヘビ亜目）

クサリヘビ科

／、プ

IV 鳥綱

目、科不明

v 哺乳綱

翼手目

オオコウモリ科

オオコウモリ

留歯目

ネズミ科

クマネズミ属

クジラ目

科、属不明

海牛目

ジュゴン科

ジユゴン

偶蹄目

イノシシ科

リュウキュウイノシシ

Order Tetraodontiformes 

Family Balistidae 

Ge. et. sp. indet. 

Family Dcodontidae 

Chilomycterus a/finis 

Class Reptilia 

Order Chelonia 

Family Cheloniidae 

Ge. et sp. indet. 

Family Testudinidae 

Ge. et sp. indet. 

Order Ophidia 

Family Viperidae 

Tガmeresurusf!avoviridis 

Class Aves 

Order indet. 

Class Mammalia 

Order Chiroptera 

Family Pteropidae 

Pteropus dasymallus 

Order Rodentia 

Family Muridae 

Rattus sp. 

Order Cetacea 

Fam. indet. 

Order Sisennia 

Family Dugongidae 

Dugong dugong 

Order Artiodactyla 

Family Suidae 

Sus l eucomystaxガukiuanus
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(1) 魚類

多くの魚骨を出土している。種類もまた少なくないが、主体種であるプダイ科を除くと他の

種類の個体数はみな少なくなる。

サメ目

メジロザメ科の歯と加工品としてのイタチザメの歯が出土しており、椎体もこの科のもので

あろう。 IIa層から椎体の出土が多い。大形の椎体で椎体径23.0、同長6.0mmになる。

エイ目？

椎体と尾棘片である。尾棘片のうち一つは加工品で、一つは棘が片側にしかなく、エイ目の

ものかどうか疑問である。

ウツボ科

完存品はないが、内蔵骨としては歯骨のみが確認され、比較的多い出土である。岩礁の海岸

がありながら、一般にはウッポ類の出土はそう多くはない。今回のはやや目立った方であろう。

カマス科？

歯骨の断片で疑問がのこる。

スズキ科

断片的な顎骨片があるのみである。

フエフキダイ科

ョコシマクロダイの出土が多い。

ベラ科

やや目立った骨の数をのこしている。咽頭骨でみる限り同一種のもののみである。下咽頭骨

の最大巾12.0~40.0rnm。

ブダイ科

最も多い数の個体を出土している。ナンヨウブダイ 、イロブダイ 、ナガプダイなどの代表的

魚種であったようである。大きく成育した個体が多かった。イロプダイの下咽頭歯巾20~25rnm。

モンガラカワハギ科

大きな歯が検出されている。

ハリセンボン科

断片的なものも加えて算出するとブダイに次いで多い。
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表13 魚類の出土状況一覧表

戸？＇ メジ O')〗メ科ご,¥ -

歯骨 前上顎骨か 上咽頭骨 下咽 脊椎 尾椎骨 部位 皮膚 最出土少尾推数定

R I L 
歯件のR.I~-

頭骨 骨 針部 歯
不明 の棘L不明 R L 上 下 呻！合計， l ， (3) 1 3 ~ oはイタチザ メ fl a 60 ③ l 

不明

工
I 

イ科屈不明
II 

• 一 1 
目 II a l 

不明
ウ I 1 I I 

tゥッポ科
II 2 l 2 ， 

II a 6 6 
目 不明

ポ しL
ラ カマス科？ LJ1.. 1 
目 不II明a 

1 I 

I 

スズ キ 科
II 

2 II a 2 I 2 
不明
I I I 5 5 

フエフキダイ科：・ ll 種踪D I 

H-ヨコ シマ
6 13 

ス クロダイ 11 a 
， 不明

I J I 1 
L止 l I l 

8 

崖
4 6 6 

I 4 r 6 
＇ 

I 6 
II 3 1 ！ I 3 26 

閂不朋a＿ー一
~14 17 旦
I I 

I 
I —___ l_~ 5 

5 ヽ公 8 
ダIイロプダイ し止 2 l 

ll a I 1 
I不明 1 

58 
目ィ

I 2 5 7 7 
ナンヨウ II l I l 1 24 プダイ II a 11 15 16 16 

不明

16 口
l ！ 

科 I 3 I 6 I 

種不明 LJ.I_ し l 3 2 ／ 
』 a 13 21 t-9 ， RI. ('"'1 ／ 
不明 1 l R L 

fヽ'" ／ 

I 
モンガラ II 

I フ カワハギ科 ll a 3 I 

グ
不明 2 

＇ I Lー立． I 3 3 
目 ハリ センポン科 II l ， ］ ！土 ， 

イシガキフグ

濯
4 J 5 ！ 4 L2._ 

I_  
LJ 19 l 7 

総計
科 イく 明 II I 18 2 

175 1 1 6 28 
I山不明 I 1 

I 
トー 105 

6 I 

0出土陪位が不明の骨と、科名が不明の骨は、附位や科の部位が重復する可能性があるので、最

少推定尾数には葬出しなかった。
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(2) 爬虫類

ウミガメ類

僅かに指骨その他の部分骨を認めた他は、背、腹甲板骨のくだかれた多くの付をみたのみであ

った。しかし、その出土立は調査面積の広いこともあって、かって見ない程のものであった。

これらの破砕された骨は、特に意図的な作業の結果によるのではなく 、長い年月の間の風化、

土圧などによる破砕なのであろう。ウミガメ類の捕獲が、この遺跡のある浜で行われていたこ

とは充分推測され、重要な食料の資源であったろうと思われる。おそらくウミガメの上陸地点

に近いということが、かってのトウグル浜人の住居立地の条件に入っていたのであろう。

リクガメ類

ウミガメ類に比べて骨の出土は少なかった。

表 14 カメ類の出土状況

II I ， II a 不明

指 ,m. H 10 71 I 3 

~ I 節 ,m. 日 1 

節 皿Jj 1 

ウミガメ 中 板 骨 1 
~ 一176

部位不明小片 23 6 4 

部位不明細片」 凸[』 1.641 
8,675 1.338 

(469 g) (39J2 g) (680 g) 

部位不明小片 1 5 リクガメ ，

中板骨i ＋ 
3 

不明 l 部位不明小片 3 2 27 

Iヽ プ

大形のハプの推体が多数出土している。与那国島ではハプは現生しないという。

(3) 烏類

腿 骨
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表16 ハプの椎体 グリッド別出土状況

可 10I 11 I 12 13 . 14 I 15 I 16 I I 7 I 18 I J 9 I 20 I 21 I 22 I 23'24 I 25 I 26 27 I 28 I不明

糾 8

且
15 

353 

11 s8・I 1 38s -7 
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(4) 哺乳類

オオコウモリ

犬歯と椀骨片の出土である。与那国島でのオオコウモリ

の生育については不明であるが、かっては多棲したのであ

ろう。考古資料としては珍しい出土である。

ネズミ類

ネズミ類の出土は多い。 IIa層からの出土が多いが、クマネズミ属の ものであり 、時代的な

表17 オオコウモリの出土状況

II Ina 

ー

ー

判定は明らかでない。

表18 ネズミの骨出土一覧

~ ニニご I II II a 不明

R, R・L不明， L R, R・L不明， L R, R・L不明， L R, R・L不明， L

上 顎 骨 切 歯 3 21 16 

下 顎 序自 切 歯 12 ， 2 

頭
上顎骨 片 I 

蓋
下顎骨片 3 I 

上 腕 骨 骨 体 I I 4 4 

撓 骨 骨 体 3 

寛 骨 I 7 13 

大
近 位 部 I 1 6 12 

腿 足月

骨 体 21 2 2 1 

近 位 部 1 

腟 骨 ,ra. 目 体 1 12 
迷ヽ 位 部 4 12 ， 1 

踵 序月 1 1 

細 片 1 

最少推定数 I 4 12 1 

クジラ目

イルカ類の歯 l点と肋骨片 2点。

ジュ ゴン

上腕骨、椎体片な ど3点の出土であり、調査の面積の割

には少ないのではなかろうか。また、ジュゴンの肋骨など

を使った骨器も出土していない。 この点も本遺跡の歴史的

な位置付けを考えるときに考慮される事項であろう 。

表19 イルカ類の出土状況

部位

肋骨不明小片

歯

二
2
 
1
 

表20 ジュゴンの出土状況

函 I II II a 

上腕骨 L I 

基 節 厄月 1 

椎 体 l 
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イノシシ

トウグル浜の獣骨中最も多くが出土した。 I層においても多砒に出土しており 、これらが後

世のものも含む攪乱であるといわれているが、II層以下の層のものがかなり堀り出され混在し

てるのではなかろうか。

頭蓋

多くの歯牙が出土しているにもかかわらず頭蓋として確認されたのはIIa層においてやや目

立った側頭骨、頭頂骨、後頭顆位であり 、それとても推定される顎骨などと比べると特に多い

ものではなかった。また陪によっては殆んどみるべき標本もなかった。一般に頭蓋の少ないこ

とは各地の遺跡で認められるところであるが、頭骨そのものの特別な扱いということも考えて

おかなければなるまい。

下顎骨もまた少なかった。完全な形でのこされた標本はなく、関節突起など特定部位の検出

例も少なかった。

歯牙は上顎歯に比べて下顎歯の数が多かったのは、頭蓋から脱された下顎骨がより手近かに

あったからなのであろう。

個体の成育程度については歯が多数出土していた IIa層でみる限り、 M2、M3あるいはM2、

M3の数が多く 、成獣個体の多かったこと、また犬歯からみて雄の方が雌よりも個体数の上で多

かったのではなかろうか。そして、それに付合するように、乳臼歯の数が極めて少なかった。

歯の咬耗、萌出状態を調べることは、まだ全資料については終ってないが、上顎M3fこついて

の調査結果をのべる。

LM3総数24個中、 1個（破片）が完全に歯槽内埋存のもの 7(完存）、 3(破片）個が埋存

状態から萌出開始期のもの（おそらく先端は萌出していると思われる）、 7 (完存）、 3 (破片）

個が萌出完了から咬耗が先端より中部に及んでいるもの、さらにエナメル質の咬耗は後方部

にまで至るものを含む。そして、 3点が後端までエナメル質穿孔の状態であった。

LM3では、上記の萌出開始期の歯が 8(完存、ほぽ完存）、 6(不完全）個、咬耗が前～中に

及ぶもの 9(完、不完合わせて）個、後端にまで及ぶもの 1個（エナメル質のみの段階）の計24

個であった。

M3、M叩萌出を開始していれば、顎骨は成体の段階にまで大きくなっており 、からだ全体も

成長していたはずである。年令的には 3歳以上の個体ということになろう。

脊椎骨及び四肢骨

椎体の総数 (II層以下） 96あるうち環椎 9、その他の椎体82個（破片も含め）は遺存率とし

ては高い方であろう。表中、胸、 腰椎の少ないのは未分類のものがまだあるからである。

肩甲骨が検出されていないが、上腕骨、尺骨などの前肢骨が保存良く 、大腿骨、腟骨などの

数が少ないのは、これらの骨が骨髄食のために破損率が高くなっているからであろう。距骨と
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踵骨は個体数の推定にはしばしば使われるが、ここでも数は多かった。しかし、それとて歯牙

によってみた31個体には及ばない。

以上のべたように、与那国島トゥグル浜遺跡におけるイノシシ遺骸の出土は、南島における

諸例と比較して、かなり多い（固体数が埋存していたのではないかと思われる。調査面積の広い

ことも併せ考える必要があるかも知れないが、これまでにみた縄文期あるいはそれ以降の時期

のものとは性格を異にするのではないか。 また、細文期の遺跡でみられるイノシシの遺骸には

その年令が幼若年段階つまり乳臼歯をのこす標本の含まれる率が高い。おそらくその方が捕獲

し易いことがあったのであろう。本島に当時リュウキュウイノシシが生育していたとすればそ

れを捕えていたはずである。それが、見られないというのはこの遺跡のリュウキュウイノシシ

が別のところから運ばれてきたものではないかということを推測させる拠り所になるのではな

いかと考えている。

獣骨中、ヤギ、ウシの歯及び肢骨はすべて第 I層中からの出土であり、時代が不確かである

ので詳述は さける。

表21 イノシシ顎骨の出土状況及び最少推定出土頭数

； 序IR,R,f不明.L 
!I II a 不明

R.R・L不明， L R.R・L不明 L R.R•L不明.L
I 2 3 I 2 12 11 I 

C辛 I I I 3 

上 顎 竹
M' 2 I 6 
M • I 4 I I 5 1 
Ml 7 8 2 2 6 10 
m 3 1 I 
I 26 I 13 1 124 4 4 

I 3 1 
C 1, I 1 15 11 
C早 l 2 1 5 3 10 1 

ピーp月
3 5 II l 

下 雰 竹 12 10 87 I 
M, 2 3 4 4 II 
M2 I 7 I 2 6 16 
M, 2 20 1 8 8 35 1 1 

連 合 部 ! l 
関節突起 I 3 3 

p 6 4 30 
i 3 I 5 
m l 1 

上顎骨 ・下顎竹 歯 細 片 33 24 142 4 
棘 突起基部 1 1 16 
乳状突起 l 
他 不 明 8 3 17 
後 頭 I 
後 頭 顆 I 2 2 1 
頭 頂 骨 3 2 
側 眼 竹 5 5 

頭 翌 丹
上 顎 骨 I 7 6 
下 顎 骨 2 l 2 I 2 ， 
涙 仔 1 
耳 廿 I 
鼻 骨 2 
頭 仔 片 3 2 57 

最少推定頭数 成 20 幼 I 成 n 成36 幼 l 成 1
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表22 イノシシの骨出土一覧表

扇-;---_竺［序 I II Ila 不明

R,R • L 不明， L R, R L不明，L R.R・L不明，L R,R•L不明， L

環 椎 1 ， 
軸 椎 1 

椎 体 頸 椎 1 5 

胸 椎 1 

椎体・椎体 片 15 5 82 ， 
肋 骨 片 5 6- 44 2 

近 位 部 1 
,m. 日 体 4 1 ， 8 1 

上 腕 '丹 骨体 （幻~) 1 3 

遠 位 部 1 2 2 1 7 

遠位部（幼） 3 

近 イ立 部 2 2 1 4 l 

わ泡 ,,,日, 
骨 体 1 1 l 4 2 1 

骨体 （幼） 1 1 

遠 ｛立 部 1 1 1 1 3 

近 位 部 l 6 3 

尺 骨 骨 体 3 2 15 
埠、~- ィ立 部 2 

腸 骨 骨 端 部 1 

I托心 骨 1 1 

上 1 

災： 骨 下 1 6 3 

骨 体 l 

膝 蓋 1 1 2 6 

大 腿 骨
遠位部 3 1 4 

骨頭骨端のみ 6 1 15 1 

近 位 部 1 1 

脂E ~ 竹 体 3 2 1 l 

遠 位 部 1 1 2 1 

JJJP. ‘肖 1 2 

別l ,m. J.-1 
1 1 7 4 ， 1 

（幼） 1 1 2 

完 汗多 3 2 5 ， 
距 竹 破 片 3 1 4 8 

Ill 近位部 3 2 

中 手 骨 N 近位部 1 1 2 

手 桔し 刊 4 

Ill 近位部 1 1 

中 足 骨 JV 近位部 1 1 I 

足 栢{ 骨 1 

Illか IVの骨体 2 4 

II 遠位部 8 25 1 

中手骨 ・中足 骨
IIか Vの近位部 1 4 

II 骨・ 体 4 6 

II 遠位部 2 1 12 

手 根足根骨 8 16 

韮 節 9計
Ill 力‘ N 4 3 16 

II 力> V 3 2 18 

中 節 刊
Ill 力> IV 5 4 22 

＂ 
力> V 2 I 3 

末 節 骨 llI 力> JV 1 5 14 

個数（頂虹 g) (g) (g) (g) 

長 管 背 20 (58) 7 (21) 285 (440) 46 (78) 

そ の 他 長 骨 片 577 (489) 34 (39) 1074 (861) 7 (7) 

紺］ 片 431 (314) 11 (16) 2509 (1161) 472 (369) 

微 甜H 片 (3) (110) (233) (50) 
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2 貝類

今回の調査で出土した貝殻の祉は、発掘面栢の広さからすると多い誠ではないが、ヤコウガ

イの蓋は多批に出土した。

出土した貝類は海産貝（淡水産を含む）が33科75種で、最少推定個体数が2.057個体、陸産貝

は 2科 2種で最少推定個体数が 3個体である。

貝はIIa層で多く出土しており、貝種別にみるとヤコウガイ（蓋）が圧倒的に多く、出土貝

総数の74%を占める。

出土した貝を層別に分類集計したのが表28である。

分類は科別にまとめ、棲息地は記号で示した。

計測については、完形貝や殻頂部を有する貝を 1個体とし、リュウテンサザ工科の蓋は、核

の残存しているものを 1個体とした。

斧足綱（二枚貝）は、左右の殻数の多い方を最少推定個体数とした。またリュウテンサザエ

科は貝殻と蓋の両方の項目を設けたが、最少推定個体数の合計の項では、その多い方（ヤコウ

ガイ ・チョウセンサザエとも蓋の数）を最少推定個体数として集計した。

重磁は完形貝、破片貝を問わず、すべて計測した。

I層出土貝の最少推定個体数（以下最少推定は省略）は715個体である。そのうちヤコウガイ

は513個体の出土で71%を占める。次いでチョウセンサザエが66個体 (9%)、ヤナキシボリイ

モガイが17個体、オニコプシガイが14個体、シラナミガイが12個体で、 リュウテンサザ工科が

圧到的に多い。

リュウテンサザ工科の殻と蓋を比較してみると、ヤコウガイは蓋が513個も出土したのに対し

殻は19個体、またチョウセンサザエは蓋が66個出土したのに対し、殻の方は 1個体も出土して

＼ヽ なし'o

棲息地別にみると、浅海の岩礁 ．珊瑚礁の貝が約79%を占め、潮間帯下の岩礁 ．珊瑚礁の貝

が約13%で、砂地に棲息する貝はわずか 2%の出土である。

陸産貝は出土数 3個体のうち 2個がこの層から出土しているが、特に小さめの貝なので、食

料にしたものとは思えない。

II層出土の貝は268個体で少ない。ヤコウガイ（蓋）が207個体で77%、チョウセンサザエ（蓋）

が24個体で 9%、オニコプシガイが 6個、ヤナギシポリイモガイとメノウイモガイが 4個であ

る。

II層でもリュウテンサザ工科は殻より蓋が多く、ヤコガイの蓋が207個出土したのに比べ殻は

わずか 3個体で、チョウセンサザエは蓋が24個に対し殻は出土していない。

棲息地別にみると、浅海の岩礁 ・珊瑚礁の貝が約84%、潮間帯下の岩礁 ．珊瑚礁の貝が約13

％で全体の約97%を占める。この層では砂地に棲息する貝の出土はわずかに 2個体で、全体の

1%にも満たない。
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Jia層出土の貝は984個体で最も多い。

ヤコウガイ（蓋）が745個で約76%、チョウセンサザエ（蓋）が97個で約10%、次いでオニ コ

プシガイ 21個体、シラナミガイ 20個体と多い。またこの屈ではスイジガイの出土 (8個体）が

目立つ。

多址に出土したリュウテンサザ工科はこの層でも殻よりも蓋の方が多い。ヤコウガイの蓋は

745個出土しており 、出土貝（蓋）中最も多く、殻の方も65個体出土しており、他の層に比べ殻

の出土鎚は多い。またチョウセンサザエも蓋が97個で他の層に比べ最も多く 、他の陪で出土の

なかった殻が 1個体出土した。

棲息地別にみると、浅海の岩礁 ・珊瑚礁の貝が約82%、潮間帯下の岩礁 ・珊瑚礁の貝が約12

％、潮間帯の岩礫底 ・岩礁の貝が 4%で、この層でも砂地に棲息する貝の出土は少ない。

表面採集の貝と、出土階が不明の貝をまとめて集計した。

貝の出土虻は95個体で、その中でヤコウガイ（蓋）は64涸で約68%と他の陪に比べると、ヤ

コウガイ（蓋）の占める割合はやや低い。チョウセンサザエ（蓋）が 6個で約 6%、次いでハ

ナマルユキガイが 3個体で約 3%で、他は 1~2個体の出土である。

ヤコウガイの蓋が64個出土したのに対し、殻は 8個体出土しており 、他の陪より殻と蓋の割

合差が小さい。

棲息地別には、浅海の岩礁 ・珊瑚礁の貝が約74%、潮間帯下の岩礁 ・珊瑚礁の貝が約16%、

潮間帯の岩礫底 ・岩礁の貝が約 4%で、砂地に棲息する貝は約 3%の出土である。

全体的にみると、主要貝と出土貝の棲息地については、陪による大きな差異は認められない。

今回特に、多虻に出土したヤコウガイの蓋に注目したい。

自然遺物として取り上げたヤコウガイの蓋の数は、少なくとも1.529個で、出土貝2.060個体

（リュウテンサザ工科の殻の集計を除く）の約75%を占める程多祉に出土している。

ヤコウガイの蓋の出土状況をグリッ ド別に示したのが表26である。

1 層では U • V-17 • 18グリッドで多く、 1つのグリッドから22個出土している。

II 層からの出土誠は多くはないが、 W- 17グリッドから26個 • V-19グリッドから21個と、

1つのグリッドからの出土址は多い。

II a層からの出土拡は最も多く 、グリッド別にみると U-16グリッドから36個、U-19から

30(固も出土している。特にQ~V-14~20グリッドの範囲でよく出土している。

さらに本追跡で、そのヤコウガイの蓋を加工した製品が446個も出土している。加工痕が確認

できるので人工遺物として取り上げた。

しかし、当時の人々がヤコウガイの蓋を利用するために貝を採取したとしても、食用になる

身の方を捨ててしまうとは思えない。

食料源として貝をみるならば、製品であっても蓋と同一個体の身の方も重視したい。

今回、製品を含めた図表の作成を試みた。

-114-



表27は、製品を含めたヤコウガイの蓋数と製品の数をグリッド別に集計した表である。また、

製品を集計に加えた上で、主要貝の構成を表23 「層別主要貝の構成比較」と対比させながら図

示したのが表25である r

主要貝の構成と同様に、出土貝棲息地の構成も変動があり、浅海の岩礁 ・珊瑚礁の割合いが

さらに大きくなり、約82%を占める。

これらの主要貝と出土貝の棲息地の構成から、当時はヤコウガイやチョウセンサザエが多虻

に採れる岩礁や珊瑚礁のある、恵まれた環境にあったようだ。

参考図鑑

① 白井祥平著 「原色沖縄海中動物生態図鑑」 (1977年 新星図書）

② 波部忠重 ・小管貞男共著 「標準原色図鑑全集第 3巻 『貝』（昭和52年保育社）

棲息地については①を主に採用し、②を参考した。

府 層 II a附

□ャ コウガイ

匡 チョウセンサザエ

こ コ オニコプシガイ

皿皿ャナギシポリイモガイ

ー シラナミガイ

亡コそ の他
表採およびII'!序不明 全 体

表23 層別 主要貝の構成比較
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こコ 潮mp.;;:の砂底 • 砂礫l底

厖 躙 1術0)岩礫底 ・岩礁

巨ヨ 潮1111俗下の料礁 ．珊瑚礁

匿璽 浅紺の砂底

疇 鵡j<J)岩砒 ．珊瑚礁

ー 陸ヒ

仁コ その他

表24 層別 出土貝棲息地の構成比較
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表25 ヤコウガイの蓋製品を含めた主要貝の構成比較
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表 26 グリ ッ ド別 ヤコウガイの蓋出土状況

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 32 不明 J~ 
I層 3 3 

H II層
Ila層
1層 I I △ 2 

I II層
Ila層
I層 8 2 4 I 2 I 18 

J II層 l l 
Ila層 J 2 3 6 
I屑 I 3 2 I △ I 8 

K II層
Ila層 △ I 2△ △ 3 
I屑 2 l 3 l 1 8 

L II屑 I l 
Ila層 △ △ △ 

I層 △ △ 4 △ 4 △ 8 
M II層 3 5 8 

Ila層 △ 2 2 2 I I ' 7 
I層 2 I 2 △ 4△ I I 4 l 16 

N II層 3 5 11 ]9 

Ila層 J 1 4 4 I II 
I層 1 2 I 1 I 2 2 I 5 16 

゜
II層 2 3 5 
Ila層 △ 7 6 7 20 
I屑 1 5 2 7 2 5 3 l 2 2 △ l△ 2 33 

p II層 2 4 2 8 
Ila層 l△ 5 7 △ 4 JI 9 3 40 
I層 I 9 2 6 6 4 1 6 2 2 I 2 42 

Q II層 5 I 6 
Ila層 △ 8 2 13 21 12△ 6△ 5 3 I 5 5 81 
I層 I 7 3 8 6 2 12 5 △ △ I 45 

R II層 3 3 
Ila層 2 I 20 25 20 12 5 3 JO 3△ 101 
I屑 l 3 4 I 1 6 9 6 I △ I 33 

s JI層 I I 2 2 2 8 
Ila層 l 10 △ l 5 21 23 4 10 4 79 
I屑 l△ 6 I I 9 6 5 9 7 4 I 2 52 

T II層 4 4 2 10 
Ila層 I 7 2 2 9 16 2 22 13 6 80 
I層 3 1 l△ 6 4 5 10 II II 22 22 II 7 103 

u II層 2 I 2 2 3 △ JO 
Ila層 I△ 8 3 7 22 36 21 19 30 18 165 
I層 2 I II 4 l ， 9 17 8 62 

V II層 △ 12 8 13 21 54 
Ila層 3 6△ 6△ 7 24 16 19 7 11 ， 108 
I層 5 I 4 4 10 9 1 ， 13 4 60 

w II層 △ 2 5 5 7 4 26 14 63 
Ila層 △ △ 7 2 3 14 9 9 44 
I屑 I △ I 

X II層 3 7 10 
Ila屑
I層 3 3 

不 II層 I I 
Ila層

明 表採 25 25 
不明 "1 s△ 38 39 

A ロ i』
2 I 17 16 12 21 24 45 17 25 46 54 66 58 44 17 3 II 2 5 8 13 3△ 3 513 

2 I I 4 ， 12 16 25 19 17 33 14 21 II 21 I 20i 

計 3 △ I 18 4 39 12 55 105 143 69 80 62 63 12 4 14 27 ， 25 745 
総計 2 3 21 17 13 43 37 97 45 105 170 214 168 152 127 80 26 36 16 32 17 38 3△ 67 1,529 

記 号 △ 益の核が欠捐しているため 1個体として取り扱わなかった破片
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表27 製品を含めたヤコウガイの蓋の出土状況 （製品／製品＋自然貝）
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表 28 貝類出土状況

:ミニ了戸： I A'! D 陪 Da Iii 旧序不明 計

Q,J体ヽ撹定 最小体僅定 最小体撹定 最小体窪定
棲旦、地

饂数 璽量9 鯖孜 !ll量9
絹孜

望量9
鯛牧

Iii●g 1!l数 重量9

I スカシガイ科 ァ..,..テンガイガイ I <1 I < I A-C 

z ックノハガイ科 オオペッコウガサガイ I 20 I 20外1$1C面したー d

3 ユキノカサガイ科 ツ ポ ミ ガイ I <1 I <1 l <1 3 < 3 A-d 

4 コがモガサカ・イ I I I I A-d 

5 コ ヵ・モガイ I <1 I < I A-d 

6 ニンキウズtfイ科 ニンキムズカ・ 1 2 44 2 43 I 22 5 109 C-d 

7 サラサパテイ I ,o I 70 2 110 <;-d 

8-• リュウテンサザ工科 ヤ コ ウ ガイ 19 17,042 3 5,934 65 34,821 B 4,661 95 62.458 D-d,e 

8-b ャコ ウ ガ イ の 蓋 513 18,694 207 12,892 745 86,368 64 9 008 l.529 166,962 

9 - • チ 璽 ウセンサザエ I 30 I 30 C-d • e 

9-b チ墨ウ セ ン サ ザ エ の 量 66 594 24 115 97 608 6 39 193 I 356 

10 コ・ ／ダカサザエ I 5 I 5 C-• 

II アマオプネガイ科 アマオプネガイ I 3 I 3 A-c-d 

12 コシダカアマガイ 2 1 3 < I ~ 7 A-d 

13 キバアマガイ I 5 I < 1 2 5 A-d 

14 ウミニナ科 キパウミニナ I 5 I 5 A - • 

15 ォニノツノガイ科 クワ I ! カニモリガイ I I I I D-d 

16 コオニノツノガイ I 2 I 2 D-d 

17 ゴマ 7t-ウガタカニモリ 2 2 l < t 3 2 D-d 

18 スズメカ・イ科 カワチドリカ・イ I <• I < I B-d 

19 ソデガイ科 ォ，、グロガイ 5 8 2 4 7 12 A-a • b 

20 ク .. ガ イ I 395 I 87 I 404 I 97 4 983 d-a 

21 う ク ダ ガ イ I 360 I 50 2 410 c-a 

22 ス イ ジカ~ イ 5 912 I ZIS 8 1.969 2 220 16 3,316 e-a 

23 クマガイ科ネ ズ ミ ガイ I <1 I <1 8-a 

24 タカうガイ H ，、ナピうダカう tfイ I I 2 • 3 5 A - • 

25 ハナマルユキガイ 3 120 I 103 7 175 3 27 14 425 A - d • e 

26 キシダカラガイ I 27 I 46 l 107 I 15 4 195 eー内劃のa

27 ヤクシマダカラガイ I <1 I 3 I 20 3 13 D-d 

28 ,、チジ 9 ウダカラガイ 6 I 106 2 179 I 445 I 50 10 I 780 C-d•e 

29 ムラクモダカうガイ 3 33 I <I  2 20 6 53 C -d・e 

種 不 明 I I I <1 2 I 

30 フジッガイ H ゥ ネ ポ う I I I I C-d 

31 ミッカドポラ l 20 I 20 C-d 

l2 オキ=-シ U ォ キ 二 シ I 10 I 80 2 90 C-d 

33 ャッシ〇ガイ H ゥ ズ ， ガイ I 10 I 10 o-a 

34 アクキガイ科 アカイガレイシガイ I 10 4 35 5 ,s D-a 

35 ムラ會キイカ・レイシガイ 2 30 I I 2 20 5 51 D-e 

36 テッレイシカ・イ 3 27 3 ” 
D-d 

37 クチムラサキレイシガイダマシ 1 5 I 5 D-d 

38 ;t, ・1 ス・ジテッポう l 20 I 20 D-d 

39 タモトカ・イ科 マッム＂ンガイ I < 1 I <t A-c・涵ill

40 オリイレヨ7バイ科 ヨ フバイモドキ I <1  1 <1 D- • 

41 ェ ・／パイ ＂ ク 0 スジ＊ラダマシ I 10 I 10 D-d 

42 ィトマキポう H ')~ ウキュウッノマタカ・イ I 70 I 10 D-d 

43 ツ I マ タ カ ・ イ モ ド キ I 10 I 10 D-d 

44 イトマキポう I 80 I !O C-d 
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尺ミニ了←：序
I 射 u 射 Ila 1/i 射序,f-BJ! It 

贔,jヽ惟出 最,1体ヽ推定 級ヽ Jヽ推定 紋 lヽヽ推定
悽 g 地

糾体 数
ifi!il9 

闘 数
ifi!il9 

偕 体数
賃鼠9

傾 体数
,u,t~ 傾 款 望鼠g

45 ォ ニ コプシガイ H コオ ニ コプシガイ I 15 7 96 I 20 ， 131 D-d 

46 ォ ニ コプシガイ 14 651 6 212 21 1.163 2 80 43 2,106 o-c 

47 7 デ ガ イ 科 -,. iJ ウ セ ンフテガイ I 35 I 35 o-a 

48 ニシ -1・Iキパ 7デガイ I 40 I 40 2 80 o-a 

49 キパフデガ イ I I I I D-a 

50 マクラガ イ H サッマビナガ イ I 10 I 10 D-a 

51 ィ モガ イ H マダうイモガイ I 10 I 4 2 14 O-d 

52 サヤガタイモ tf イ I 5 I 5 A-d 

53 ジュズカケサヤガタイモガイ l < 1 I 2 J 3 2 : 7 12 D-d 

54 ナソョウクロミナシ ガ イ I 2 I 2 D-d 

55 メ ／ウイモガイ 4 28 
'I 6 2 1 10 41 D-d 

56 ヤナギシポリイモガイ 17 166 ' 67 16 188 I 30 38 451 D-d 

57 ゴマ 7 イ モ ガ イ II I 10 I I I 10 O - a • d 

58 クロフモド +I I 30 I I 10 2 40 0-a-d 

59 t ぅマ キイモガイ I 10 I l 10 o-a 

60 ニ シ t・ ミナ・ンガ イ I 80 I 80 C-d 
I ， 

' 
I種 ;i; 明 I 161 I 3 I I 3 165 

61 クケノコガイ nI -t- パ ク ケガイ I 10 I 10 D-a 

殷 足 綱 極 不 明 I 423 I 19 3 110 I 60 6 612 
l —t-

62 7 ネガ イ II 工 力 イ 3 4 2 82 I I 6 87 A-d 

＇ '-
63 オオタカノハガイ I 10 I 10 C d 

64 リュウキュウザル；ドウガイ I 
234r 

54 5 532 I s, 8 874 D-a 

65 ウ ミギクガイ H メ ン ガ イ I 30 I 30 D e 

66 シジ ミ ガ イ 科 シ レナシジ: Iiィ 2 80 2 80 E-マソグo-7f7.)f

I ---
67 シャコガイ " シう ナ ミ カイ 12 10 315 3 5 681 20 19910 35 35,906 A c 
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ドー
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70 オオ ジ ャ コ ti ィ I I 633 I I 633 C e 

権 小 •JI I 5 I ~o 2 55 
-1 
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I- - -

斧 足 綱褐 "' 明 I 48 I 24 I 10 3 82 

76 粉庄マイマイ ウスカワマイマイ I < 1 I < 1 2 < 2 F 

” 
ク t1イワオオケマイマイ？ I < 1 I < 1 F 

贔 9卜 推 定馳 体数 合 It 713 268 984 95 2,060 282.786 

"" r} < 1 ・,n1aが Ig IC必たない
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おわりに

トウグル浜遺跡は与那国島において初めて確認された石器時代遺跡である。しかも八重山、

宮古できわめて重要かつ特徴的な内容をもつ第 I期の文化であり、その存在が与那国島で発見

されたことの意義は大きい。

この時期の文化は土器を製作使用しないこと、石斧は局部磨製を主体とすること、貝斧を用

いることに大きな特色がある。 トウグル浜遺跡もその要件を満たしている。これらの諸要素は

少なくとも北の縄文文化とは無縁である。したがって八重山で自己完結的に文化が発生、展開

したものでない限り、その系譜は南に求められるべきであろう。しかしながら現段階では未だ

いずれの地のいかなる文化との関わりがあるのかを指摘できないのである。

例えば石斧について、局部磨製石斧の形態は東南アジアにその分布圏があるといわれるもの

の、その具体的ルートを把握し得ていない。無土器であるということについても、南太平洋諸

島にも類例があるが、その構造とつながりは不明である。ただ、この無土器でありながら新石

器文化であるという構造は、文化的系譜を探る上できわめて重要な決め手になり得るものと期

待される。わが方の研究主体の側の、海外研究動向の情報不足を痛感せざるを得ない。

さて一方、内部的問題について触れると、まず、 トゥグル浜の文化は石垣、宮古の石器時代

文化と同じ範員面にあるということである。石斧や貝斧の道具はもとより、石器の素材の入手に

ついても具体的な生活圏としてとらえ得る広がりをもっている。すなわち与那国島は砂岩

と石灰岩との島であり、石斧の素材としてはいずれも適しない。西表島も同様である。そう

すると石垣島との交渉関係を想定せざるを得ない。台湾は望見できるところにはあるが、今の

ところ交渉を示す積極的な資料はない。

食料資源については前面の海から魚や貝を入手したようであるが、一方ではイノシシの骨の

出土も目立っている。現在与那国には棲息していないので、その事情についてどのように考え

るべきであろうか。これは他の琉球の島々にもいえることで、現在では自然棲息のないところ

でも、貝塚からはイノシシ骨がかなり出土する。かつては棲息していたのか、あるいは他の島

から入手したのか、いずれになろうとも重要なことである。

サメ歯製品の出土はトゥグル浜遺跡が八重山、宮古諸島で初めてである。縄文文化圏たる沖

縄本島にはこの文化がある。ところが一方では南太平洋諸島にもこの文化が存在するのである。

トゥグル浜のそれは今のところやはり南にその系譜を求めるべきであろう。

以上のように、石器時代の文化が与那国島に存在したことが、きわめて明瞭に確認されたの

であるが、その後彼らがどう発展していったかは未詳である。ドナン原遺跡、西真嘉遺跡など

は八重山式土器文化の段階で14~15世紀の中国陶磁を伴う。その時問的落差は大きいのである。

トゥグル浜遺跡にはさまざまな検討すべき課題が横たわっている。この報告書はとりあえず

資料の紹介をするという役割しかもち得てないので、これらを基礎資料にその文化的系譜と、

与那国の地域史の主体的展開の足跡をたどる作業はひき続き強い関心をもってとり扱うべきだ
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と考えている。

なお、調査地域は滑走路の下に埋もれることとなったが、なお隣接地に遺跡が広がる可能性

がないともいえないので、 一帯における開発計画にあたっては、文化財保護当局に照会し、し

かるべき協議をする必要があろう。
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図版57 石製ドリル
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図版59 敲打器
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図版60 敲打器
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図版61 敲打器
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図版62 敲打器
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図版69 敲打 器
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図版70 敲打器
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図版71 敲打器
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図版72 敲打器
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図版73 すり石
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図版74 すり石
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図版75 敲打器．有孔石器
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図版77 石皿
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図版81 貝製品上有孔製品下クモガイ加工品
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図版86 骨製品

-208-



図版87 有孔サメ歯製品
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図版88 有孔サメ歯製品
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図版89 有孔サメ歯製品
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図版90 有孔サメ歯製品
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